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開会 午前 ９時２８分 

 

○書記（長田大地君） おはようございます。 

  ただいまから予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  本日は、予算参考資料のナンバー３、５、６を使用いたしますので、ご用意をお願いたい

します。 

  それでは、委員長挨拶、長谷部副委員長、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 改めまして、おはようございます。 

  本日は、委員長に代わり私が進行させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  私の記憶ですと、毎回、今日のこの２日目というのが一番長丁場になるというふうに思っ

ております。皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

  ただいまの出席委員は19名であります。定足数に達しておりますので、これより予算審

査特別委員会を開会いたします。 

  なお、小浦委員は欠席の連絡がありましたので、ご報告をいたします。 

  それでは、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○副委員長（長谷部 集君） 本日も、昨日に引き続き一般会計歳出の予算の審査を行います。 

  限られた時間内の審査でありますので、委員各位のご協力をよろしくお願いいたします。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で、簡潔にお願いいたします。 

  また、当局側の答弁も簡潔に説明していただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。皆さんのご協力をお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  議案第31号 令和４年度甲斐市一般会計予算を議題といたします。 

  初めに、２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費について説明を求めます。 

  久保市民戸籍課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） おはようございます。 

  市民戸籍課が所管いたします令和４年度当初予算についてご説明いたします。よろしくお
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願いいたします。 

  予算説明書は52ページから55ページ、また、予算参考資料は、ナンバー３の１ページで

ございます。 

  説明につきましては、予算参考資料に基づいて事業ごとに説明をさせていただきます。 

  初めに、２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、01戸籍住民

関係職員費、予算額は１億1,993万3,000円でございます。財源内訳としまして、国県支出

金は、中長期在留者居住地届出等事務委託費でございます。その他財源は、証明手数料でご

ざいます。概要につきましては、市民部長及び市民戸籍課職員16人分の人件費でございます。 

  なお、戸籍住民関係職員費につきましては、昨年度当初予算に比べ約1,300万円の増額と

なっておりますが、昨年度は山梨県からの出向職員が１名おり、給与については山梨県が支

払っていたことが大きな要因であり、そのほか職員の年齢構成や時間外手当の増加などによ

るものでございます。 

  次に、10住基印鑑登録事務費、予算額は599万4,000円でございます。財源内訳としまし

て、国県支出金は、中長期在留者居住地届出等事務委託費でございます。その他財源は、証

明手数料、印鑑登録証再交付手数料でございます。事業の概要で主なものにつきましては、

新館入口の総合案内にフロアマネジャー２名を配置するための窓口案内業務委託料でござい

ます。 

  なお、住基印鑑登録事務費につきましては、昨年度当初予算に比べ約1,900万円の減額と

なっておりますが、昨年度までこちらの事業に計上しておりましたマイナンバーカード関連

経費を、新たにナンバー13のマイナンバーカード普及促進事業に計上したことによるもの

でございます。 

  次に、11戸籍事務費、予算額は1,428万円でございます。財源内訳としまして、国県支出

金は、社会保障税番号制度システム整備費補助金でございます。その他財源は、証明手数料

でございます。主な事業概要ですが、戸籍総合システム保守委託等の内容につきましては、

今年度、日立システムズから富士フィルムへのシステムの入替え業務を実施しておりますが、

新たな委託先となります富士フィルムへのシステム保守委託料等でございます。戸籍情報シ

ステム改修業務委託等の内容につきましては、戸籍法の改正によるシステム改修経費等でご

ざいます。この戸籍法の改正により、マイナンバーによる戸籍の情報連携が可能となり。各

種社会保障手続における戸籍謄抄本の添付省略や婚姻届などの戸籍の届出の際に、戸籍謄抄

本の添付不要、また、本籍地が遠方にある方でも最寄りの役所で戸籍謄抄本を取得できるよ
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うになるなど、市民サービスの向上及び事務の効率化が図られるものでございます。 

  なお、戸籍事務費につきましては、昨年度当初予算に比べ約5,700万円の減額となってお

りますが、令和３年度、今年度に実施している戸籍システムの入替え業務が終了することが

主な要因でございます。 

  次に、12証明事務費、予算額は834万9,000円でございます。財源内訳としまして、その

他財源は証明手数料、広告付き番号案内表示システムの広告掲載収入、自動車臨時運行表の

雑入でございます。主な事業概要ですが、コンビニ交付事務経費の内容につきましては、コ

ンビニへ支払う交付手数料、コンビニ交付システムの保守委託料、地方公共団体情報システ

ム機構への負担金などでございます。新規事業でありますキャッシュレス決済事務経費の内

容につきましては、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーションの証明手数料のキャッシュレス化に伴う

経費で、市民戸籍課、敷島、双葉両庁舎の証明発行窓口にキャッシュレス決済端末及び対応

したレジスターを設置するとともに、来庁者が多い市民戸籍課には自動釣銭機も設置し、市

民の利便性向上及び接触機会の減少による感染症対策を図るものでございます。 

  次に、13マイナンバーカード普及促進事業、予算額は4,432万6,000円でございます。財

源内訳としまして、国県支出金は、個人番号カード交付事務費補助金でございます。こちら

の事業項目につきましては、前年度の当初予算参考資料では項目がなく、昨年度のナンバー

02の戸籍住民関係会計年度任用職員等費とナンバー10の住基印鑑登録事務費内のマイナン

バー関連経費として計上していたものを統合して事業項目としたものでございます。 

  事業概要ですが、会計年度任用職員９人の内容につきましては、竜王庁舎及びラザウォー

クなどでカードの申請、更新、交付作業などを行う会計年度任用職員の人件費でございます。

マイナンバーカード事務経費の内容につきましては、マイナンバーカードの郵送交付を希望

する方への書留郵便料などやマイナンバーカード専用端末のリース料、申請サポートに係る

ラザウォークの使用料や物品リース料、マイナンバーカードの住所変更等の裏書機器の購入

経費などでございます。 

  健康保険証紐付用端末購入の内容につきましては、マイナンバーカードを保険証として利

用するためには、マイナポータルというアプリケーションで申込みを行う必要がありますが、

スマホなどを持っていない方に対し、お申込みの手伝いをさせていただくための端末５台を

購入するものでございます。 

  甲斐っ子卒業プレゼント事業の内容につきましては、ＳＭＡＲＴ甲斐プロモーションのマ

イナンバーカードの取得促進に伴う経費で、中学３年生を対象として、マイナンバーカード
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を図書館カードとひも付けすることにより自治体マイナポイントとして3,500円分のポイン

トを贈呈するための決済事業者へのシステム運営及びポイント付与に係る委託料でございま

す。 

  以上、市民戸籍課が所管いたします当初予算の内容でございます。よろしくご審議をお願

いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。所管は総務教育常任委員会です。質問ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 戸籍事務費の中で、先ほど日立から富士フィルムへ替えたという説明

があったんだけれども、この替えた理由というのは何かあるんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 有野係長。 

○戸籍係長（有野恵里君） 平成16年の合併以来、日立システムズを使用しておりましたが、

当時は事務所が市内にあったこともあり、サポート面においても迅速な対応をしていただい

ておりましたけれども、現在は市内のほうから事業所も撤退したことに伴いまして、遠方か

らの対応となっていることもありまして、プロポーザル方式によりまして選定を行った経緯

であります。 

  以上になります。 

○副委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで具体的に経費が削減するとか、あとは今言ったように、ホスト

がそういうので遠方という理由もあったんだけれども、そういう点については特別なあれは

なくて、単なるそういった事業所を移動したことによるものなのか、その辺のところはどう

なんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 有野係長。 

○戸籍係長（有野恵里君） 保守料についても、令和４年度と令和３年度では年間約900万円、

令和４年度と令和２年度では500万円ぐらいの差が保守料には減額となります。あと、令和

３年度につきましては、令和３年５月31日をもちまして現在の保守期間が満了することに

伴いまして、こちらのほうが増額とされていますので、そこが令和４年度と３年度、令和４

年度と２年度の差が出ております。 

  以上になります。 
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○副委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 結果的には委託料の減額になったということで、効果があったという

ことですね。分かりました。ご苦労さまです。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） コンビニ交付の事務経費の件で、去年とほぼ同じというような感じな

んだけれども、これは扱い件数が伸びていないという実績に見えるんだけれども、せっかく

コンビニ交付でこういうふうにすると言ってもなかなか浸透していない、あるいは去年が

440万円、今年も480万円というような、その程度の効果しか成果が上がってきていないと

いうのが現実ということか。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） コンビニ交付の実績につきましては、着実に伸びておりまし

て、昨年度、コンビニ交付の件数が5,922件だったものが、今この令和３年２月末現在で

9,139件、３月末では１万件を超える見込みとなっております。ただし、委員さんおっしゃ

るように、もっともっと件数をやはり伸ばしていかなければならないと思っていますので、

９月の議会でご承認をいただきましたコンビニ交付を200円にすると、100円減額するとい

うところも含めまして、もっと努力をしていきたいと思っております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） その扱う側の手数料を下げて利用の促進を図るという反面、扱う側の

お店の数も増やしていくようにするのか、１回１回の手数料をもう少し手厚くするのか、そ

の両方を総合的に判断しないと、件数がこんなに増えていて、あくまでも予算ありきの中に

何ぼ増えていっても、予算はいつも同じというふうになりかねない、そこのところを私は言

っているんだけれども。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） 予算につきましては、コンビニに委託をするための経費とい

うのが人口の割合で決まっておりまして、幾ら伸びてもそれは変わらない。ただし、件数が

増えれば、コンビニに１件117円の経費がかかりますので、そちらがやはり伸びているとい

うことで、件数が伸びれば伸びるほど、やはりそこが伸びていって経費もかかってくるとい

うことになりますので、私どももコンビニについては全国のコンビニでできるようにはなっ
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ておりますので、やはり広報が足りないところもございますので、そちらも頑張っていきた

いと思っております。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今の関連なんですけれども、今、今年度約１万件という形の中で、現

状、この証明を取っているような窓口とコンビニはどのくらいの比率なんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） 令和３年度の２月までの実績でございますが、窓口が４万

6,036件、コンビニが9,139件でございまして、割合としましては、窓口が83.4％、コンビ

ニが16.6％というような形になっております。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、数字ではっきりしている。要は１万件といっても16％しかやっ

ていない。83％は窓口という形であって、現状、昔の自動交付機という役所の１階のとこ

ろにあったんだけれども、結構それは利用したんだよね。だから、要はその原因がどこにあ

るかということも研究していかないと、やはり基本的にお年寄りとか何とかというのは、前

にも言った経緯もあるんだけれども、どうしてもコンビニに行く機会があまりないんだよね。

やはり年代者がどうしても限られるということもあると思うんだよね。 

  マイナンバーカードを普及するにおいても、やはりそういった利便性がないと、お年寄り

が歩いてコンビニなんかに行って取るというのもちょっと大変だから、マイナンバーカード

は必要ないよということにもなるんだよね。だから、そういったことももう少し研究してい

かないと、マイナンバーカードの普及にもつながりないということは、これ現実だと思うん

です。 

  そうであっても、甲斐市は皆さん方頑張っていただいて、県内では結構マイナンバーカー

ドも普及しておるというのは我々も報告を受けているんだけれども、やはりその辺のところ

を、誰でも年代に関係なく、そういったコンビニと自動交付をうまく使える形をやはり今後

研究していく必要があると思うんだけれども、その辺の所感について何か考えはありますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） 常々赤澤委員のほうからは、その関係のお叱りを受けている

ところですが、広報は、また来年度していくつもりではございますが、先ほどおっしゃられ

た高齢者がコンビニに行く機会がないというようなことも含めまして、そのコンビニで使っ

ている機械などを庁舎に置くとか、その辺についてもまた調査研究をさせていただきたいと
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思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これはやはりなかなか難しい問題だけれども、これは当然、相当久保

課長も苦労していると我々も本当に実感をしているんだけれども、やはり使い勝手がいい形

でやらないと、逆に全国的にコンビニってあるけれども、やはりいろいろな人が行くのはス

ーパーなんだ。結構、今いろいろなスーパー、大手があるんだけれども、ああいうところは

一般の人も結構行くんだよね。ああいう機械をなかなかスーパーに置くというのも、正直ち

ょっと難しいこともあるかもしれないけれども、やはり多目的にすぐに行くのはスーパーと

か何か、コンビニよりも逆に言えばずっと利用価値があるような気がするので、今後の一つ

の課題として、そういったことも研究していくことも必要じゃないかと思うので、その辺も

ぜひ考えてもらえればありがたいなと、要望しておきますからよろしくお願いしたいと思い

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） マイナンバーカードの普及促進事業の中で、健康保険証のひも付き、

これの関係で質問させていただきますけれども、現在、甲斐市の中の医療機関で、この保険

証対応ができているところというのは掌握できていますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） こちらのほうが、我々所管ではなく厚生労働省のほうが所管

していますが、厚生労働省のホームページで常々確認をしております。現在、県内の医療機

関また薬局、それで設置済みが約250件程度となっております。ただし、国では令和４年度

中には全ての医療機関と薬局に設置をするという方向でございますので、また来年度中に全

部ということになりますと、皆さん、保険証のひも付けということになりますので、今回、

端末を５台買って高齢者の方のお手伝いをさせていただきたいということでございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） いずれにしましても、個々の医療機関にかかる人たちは、いろいろ大

病院であれ、個別の開業医であれそれぞれあるわけですけれども、100％そういった施設で

これが使えるようになると利便性が高まって非常にいいわけですけれども、そういったこと

の意味で、ぜひそういう意味での普及を目指して努力をしていただきたいと、そんなふうに

思いますから、よろしくお願いします。 
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  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） ご意見でよろしいですか。答弁は大丈夫ですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、所管の委員の質疑を終了します。 

  次に、所管以外の委員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 清水委員も言っていたんですけれども、健康保険証紐付用端末購入、

これが５台で191万9,000円ということで、１台当たり40万円近くかかっているということ

ですよね。実際スマホとか、それでもできるということであれば、例えばウインドウズもそ

んなに高いのでなくてもタブレット程度ですか、その程度でもできないもんなんですかね。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） これがパソコン単体の予算ではございませんで、通信をしな

ければなりませんので、その通信機器も含めての値段ということになりますので、大体この

くらいになるということでございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃちょっとまた別なんですけれども、甲斐っ子卒業プレゼント事業

で図書カードを3,000円でしたか、これなんですけれども、この経費というのは国県支出金

になるんですか、それとも一般のほうから出るんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 

○市民戸籍課長（久保欽一君） これは一般財源を使用します。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 12の証明事務費の中のその他収入の中で、課長のほうが手数料のほ

かに広告収入ということをちょっと説明いただきました。この中身をもうちょっと具体的に

説明願えますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 久保課長。 
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○市民戸籍課長（久保欽一君） 市民戸籍課のお客さんが座っているところから上を見ていた

だくと、番号が出ているところがございます。そこに広告を今流しておりますが、その広告

の収入ということでございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 具体的に、その入ってくる金額というのは分かるんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 栁本係長。 

○証明係長（栁本浩子君） ５年の契約をしていて、１年間６万円の消費税で６万6,000円に

なります。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） この件、歳入に踏み込んでおりますので、少しお気をつけてい

ただいて質問お願いします。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 了解です。年間６万6,000円ということね。分かりました。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、以上で質疑を終了といたします。 

  これで２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費についての質疑を終了いたします。 

  続いて、３款民生費、１項社会福祉費から４款衛生費、１項保健衛費のうち保険課所管事

業について説明を求めます。 

  島田保険課長。 

○保険課長（島田 伸君） 改めまして、おはようございます。 

  保険課の一般会計当初予算についてご説明いたします。 

  予算説明書は60、61ページから、予算参考資料はナンバー３、４ページとなります。 

  それでは、予算参考資料によりご説明いたします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、10国民健康保険特別会計繰出金４

億683万5,000円は、保険基盤安定繰出金として低所得者に対して国民健康保険税を軽減し

た補填としての保険税軽減分と、軽減対象者数に応じて国民健康保険税の一定割合を補填す

る保険者支援分、また、新規事業の未就学児均等割保険税繰出金、その他の繰出金は子ども
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医療費等窓口無料化に伴う繰出金及び高齢被保険者の給付費増加に伴う財政安定化支援繰出

金を合わせた繰出金でございます。財源内訳の国県支出金は、国と県からの国民健康保険基

盤安定負担金でございます。 

  次に、３目老人福祉費、03後期高齢者医療費６億2,941万8,000円は、療養給付費負担対

象額の12分の１相当額を一般会計が負担する後期高齢者医療療養給付費等負担金と後期高

齢者の健診データを管理するための特定健診等システム管理負担金でございます。 

  次に、04後期高齢者医療特別会計繰出金２億5,185万7,000円でありますが、職員給与費

等繰出金、事務費繰出金、低所得者に対して後期高齢者医療保険料を軽減した補填としての

保険基盤安定繰出金でございます。財源内訳の国県支出金は、県からの保険基盤安定負担金

で、その他財源は、後期高齢者医療広域連合へ派遣しております職員１名分の給料等を後期

高齢者医療広域連合が負担しているものでございます。 

  予算参考資料５ページをお願いいたします。 

  ４項１目国民年金費でありますが、財源内訳の国県支出金は、国からの国民年金市町村事

務費交付金等でございます。01国民年金関係職員費として500万7,000円で、職員１名の人

件費でございます。 

  02国民年金関係会計年度任用職員等費253万9000円は、会計年度任用職員１名の人件費で

ございます。 

  10国民年金事務取扱費22万7,000円は、国民年金業務に係る事務費でございます。 

  なお、国民年金市町村事務費交付金は、国民年金費に充当し、残額を敷島支所、双葉支所

関係職員費に充当しております。 

  次に、４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、10国民健康保険特別会計繰

出金１億973万7,000円は、職員９名分の人件費、事務費及び出産育児一時金等繰出金でご

ざいます。 

  保険課の一般会計当初予算につきましては、以上でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  ここから所管は厚生環境常任委員会に移ります。 

  質疑ございませんか。 



－113－ 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ４ページの一番上ですが、保険基盤安定拠出金ですが、この額という

か、該当する方は何人くらいになるのか教えてください。 

○副委員長（長谷部 集君） 小林係長。 

○国民健康保険税係長（小林久美君） 軽減世帯に対する繰出金になりますが、対象人数は

8,477人になります。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） その下の支援分についても、分かればお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 島田課長。 

○保険課長（島田 伸君） 保険支援分につきましては、被保険者数と７割、５割、２割の軽

減対象数の割合に応じまして発生する支援分というような形になりますので、人数につきま

しては不明となっております。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、以上で質疑を終了といたします。 

  これで３款民生費、１項社会福祉費から４款衛生費、１項保健衛生費のうち保険課所管事

業の質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時００分 

 

再開 午前１０時０２分 

 

○副委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、３款民生費、１項社会福祉費のうち福祉課所管事業及び３項生活保護費について説
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明を求めます。 

  箭本福祉課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、福祉課の令和４年度当初予算につきまして、ご説明させていただきます。 

  令和４年度予算参考資料、ナンバー５の１ページをお願いいたします。予算説明書は60

ページからとなります。 

  初めに、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のナンバー01社会福祉関係

職員費につきましては、予算額２億4,664万5,000円で、財源内訳は、国県支出金として国

からの特別児童扶養手当事務取扱交付金21万2,000円、残りは一般財源となります。事業の

概要は、福祉部関係等の正規職員33人分の人件費でございます。 

  次に、ナンバー02社会福祉関係会計年度任用職員等費につきましては、予算額247万

1,000円で、財源内訳は、国県支出金として地域生活支援事業費補助金を国から85万1,000

円、県から42万6,000円の合計127万7,000円、残りは一般財源となります。事業の概要は、

会計年度任用職員の手話通訳者１人分の人件費でございます。 

  次に、ナンバー20一般管理事業につきましては、予算額761万円で、財源内訳は、国県支

出金として県からの行旅病人及び行旅死亡人取扱費負担金46万2,000円、残りは一般財源と

なります。事業の概要は、甲斐市保健福祉推進協議会委員報酬のほか、一般事務費等行旅死

亡人等関係経費及び無縁仏永代供養謝礼、また市福祉避難所となっている市内３つの保健福

祉センターへ備蓄する備蓄品の購入経費などとなっております。前年度予算との対比、約

82万円の主な増額の理由でございますけれども、戦没者慰霊祭経費及び第３次甲斐市地域

福祉計画策定業務委託料の減額と令和４年度に実施をいたします福祉避難所備蓄品整備に係

る経費との差額によるものでございます。 

  次に、ナンバー21民生児童委員運営事業費につきましては、予算額352万7,000円で、財

源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、竜王、敷島、双葉の３地区にそれぞれ設

置されております民生委員児童委員協議会への運営費補助金162人分のほか、事務消耗品、

通信運搬費などの一般事務費となっております。前年度予算との対比、約360万円の減額の

理由は、民生委員児童委員の任期３年のうち２年目の１回のみに実施をしております専門部

会５部会の先進地視察研修に係る経費の計上がないためでございます。 

  次に、ナンバー22社会福祉協議会助成事業につきましては、予算額4,166万6,000円で、

財源内訳は、その他財源として甲斐市地域福祉基金の利子153万5,000円、残りは一般財源
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となります。事業の概要は、甲斐市社会福祉法人に対する助成の手続を定める条例に基づく

市社会福祉協議会を通じた福祉団体助成として市障害者福祉会及び市遺族会への助成のほか、

社会福祉協議会事務局職員12人が担当しております法人運営事業に対する人件費の補助金

などを計上しております。このうち社会福祉協議会への人件費補助につきましては、平成

30年度から令和２年度までの３年間を経営改善に取り組む期間として位置づけをし、この

間、約400万円の補助金を増額いたしておりましたが、当初のルールに基づき、令和３年度、

今年度から従前の補助金額としておりますが、新年度の法人運営事業費約6,200万円の６割

強を占めている状況でございます。資料に記載の12人につきましては、社会福祉協議会が

令和４年度に配置する予定の人数を記載させていただいております。 

  補助金はあくまで予算の一部に充当することとなることから、今年度と同額とさせていた

だいておりますが、社会福祉協議会への助成費増額につきましては、市議会決算審査特別委

員会からも要望されているところでございます。社会福祉協議会では、平成31年度から令

和４年度を計画期間とする第２期経営改善計画を検証しながら、令和４年度中に第３期の経

営改善計画の策定を予定しているため、この見直しの中でもさらなる経営改善策を検討して

いただくとともに、本市におきましては、国の補助金等を活用して実施できる事務事業の業

務委託等を検討してまいりたいと考えておるところでございます。 

  なお、前年度予算との対比15万円の減額理由でございますが、市遺族会が隔年で実施を

しております靖国神社参拝事業への助成金を計上していないためでありますが、こちらにつ

きましては、令和３年度内での実施ができなかったことから、新年度、令和４年度での実施

を計画したい考えがあるようでございますので、実施が決定をした際には、改めて補正対応

で対応させていただければと考えております。 

  次に、ナンバー24生活福祉資金利子補給事業につきましては予算額１万円で、財源は全

て一般財源となります。事業の概要は、甲斐市生活福祉資金等償還金の利子補給に関する条

例に基づき、生活福祉資金及び母子寡夫福祉資金の貸付けを受けている方の償還金利子を補

給するものでございます。 

  資料２ページをお願いいたします。 

  次に、ナンバー29生活困窮者自立支援事業につきましては、予算額5,381万円で、財源内

訳は、国県支出金として国からの生活困窮者自立支援事業費負担金1,192万8,000円と生活

困窮者就労準備支援事業費等補助金216万8,000円、また新型コロナウイルス感染症セーフ

ティーネット強化事業費交付金3,000万円と同強化事務費交付金30万2,000円の合計4,439万
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8,000円、残りは一般財源となります。事業の概要は、生活困窮者自立支援法に基づく事業

として、生活困窮者からの相談に対し包括的に対応する生活困窮者自立相談支援事業や、ホ

ームレス状態の生活困窮者に対し一定期間、本市の場合２週間程度を目安としておりますけ

れども、宿泊場所を提供する一時生活支援事業のほか、生活困窮世帯等の子供の学習、食料

支援事業、また離職等により住宅を失うおそれがある方などへ家賃相当額を給付する住居確

保給付金の支給などでございます。また、今年度、国が取り組んでおります新型コロナウイ

ルス感染症生活困窮者自立支援金の支給につきましては、申請期限が今月末まで延長されて

おりましたが、さらに６月末まで再延長されたことなどから、４月以降での新規支給や再支

給対象を100世帯分見込み所要額を計上しているため、前年度予算との対比で約3,000万円

の増額となっております。 

  次に、ナンバー50福祉部公用車維持管理事業につきましては、予算額は105万1,000円で、

財源は全て一般財源となります。事業の概要は、福祉部が所管する公用車７台分の維持管理

料となっております。前年度予算との対比で約30万円ほど減額となっておりますが、車検

手数料等の減額によるものでございます。 

  以上が１目社会福祉総務費における令和４年度の当初予算の内容となります。 

  続きまして、３項生活保護費、１目生活保護総務費につきましてご説明をさせていただき

ます。 

  予算参考資料の３ページをお願いいたします。予算説明書は78、79ページになります。 

  ナンバー01生活保護総務費につきましては、予算額1,134万8,000円で、財源内訳は、国

県支出金として国からの生活困窮者自立支援事業費負担金375万円と生活困窮者就労準備支

援事業費等補助金186万6,000円、県からの中国残留邦人援護事務委託金48万円の合計609万

6,000円、残りは一般財源となります。事業の概要は、会計年度任用職員等の報酬及び社会

保険料等として、法に基づく医療内容の審査を依頼しております嘱託医１名、生活保護就労

支援員２名、医療相談員１名、中国残留邦人支援員１名、計５名分の人件費や医療費等審査

手数料のほか、通信運搬費などを計上させていただいております。前年度予算との対比162

万円の主な減額理由でございますけれども、５年ごとに行っております電子レセプト管理シ

ステムの更新委託料の減によるものとなっております。 

  最後に、２目扶助費のナンバー01扶助費につきましては、予算額10億6,722万9,000円で、

財源内訳は、国県支出金として国からの生活保護費負担金８億69万1,000円、県からの同負

担金300万円の合計８億369万1,000円、その他財源として生活保護費用返還金1,000円、残
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りは一般財源となっております。事業の概要は、経済的に困窮する方に対し、憲法で保障す

る健康で文化的な最低制限の生活を営む上で必要となります経費を国が定めております生活

扶助、医療扶助、介護扶助など８種類の扶助費として支給するものでございます。 

  なお、新規の保護申請件数につきましては、現時点において申請する世帯の構成、それか

ら健康状態などが見込めないことから、１月当たり約２世帯の新規申請を想定させていただ

いて、被保護世帯数の見込みを約580世帯、被保護人員数を約760人とさせていただいてお

ります。 

  また、主な支給となる生活扶助費及び住宅扶助費におきまして、前年度対比約3,000万円

を増額させていただいておりますが、例年、年度末近くに決算見込額が確定することや今年

度、新型コロナウイルスワクチン接種の推進に伴う医療機関への受診増や大規模手術を受け

た受給者が生じたことにより、医療扶助費が大きく増額となった特殊事情等を考慮させてい

ただきまして、全体予算を調整させていただいておりますので、令和４年度当初予算額につ

きましては、今年度の当初予算額と同額とさせていただいております。 

  なお、本年２月末現在における生活保護の状況でございますけれども、被保護世帯数は、

保護停止中の13世帯を除きまして559世帯、昨年度末と比較をして18世帯の増、また受給者

数は、保護停止中の14人を除きまして738人、昨年度末と比較して22人の増加となっており

ます。 

  また、保護世帯の構成につきましては、高齢世帯が最も多く293世帯で、全体の52.4％、

次いで傷病障がい者世帯が108世帯で19.3％、母子世帯が21世帯で3.8％、その他世帯が137

世帯で24.5％を占めている状況となっております。 

  以上が福祉課の令和４年度当初予算の説明となります。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） １点お願いします。 

  １ページの22の社会福祉協議会助成事業についてなんですが、先ほど説明の後に助成に

対して増額を検討すると、そして令和４年度中には経営改善計画の検討も進めて改善させて

いくというお話はあったんですが、昨年の12月に厚生環境常任委員会とボランティアの協
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議会の意見交換会の折に、ボランティアの非常に窮状を訴えられまして、特にボランティア

活動室の現状ということで、竜王保健福祉センターから社協が撤退するのに合わせてボラン

ティアビューロー室は利用できない状況であると。また、敷島保健福祉センターのボランテ

ィア活動室は手狭であって、新型コロナウイルスのまん延防止対策として現在のところ貸出

しも行っていないということで、非常にボランティアの数も当初はあったんですが、今かな

り減ってきている状況、もちろんコロナでほかのところもそうなんですが、特に非常に窮状

だと。またこの間、ここの話合いをした方の役員の方のお一人から、とにかくボランティア

で使っていた物がいっぱいあるんだけれども、それが民間のところで今ちょっと預かっても

らっていると。要するに撤退したのに合わせて、そこを出たために、そういったことから活

動の拠点とかそういったことに対して、要するにただで使えるというか、置かせていただけ

る、そういったところをぜひ考えてもらいたいというお話があったんですが、その辺の対応

も、この経営改善計画の中にあったり今後どうするかということはありますでしょうか。ぜ

ひ検討願いたいんですが。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） お答えをさせていただきます。 

  今、保坂委員さんからいただきましたご質問ですけれども、うちのほうでも、公共施設等

でそういった物の保管場所も含めて利用できるところがないかということで、ちょっと幾つ

か当たってはみたんですが、なかなか施設も限られております。公民館等の利用につきまし

て、今コロナというようなことで利用をかなり制限をした時期もございますけれども、公民

館の利用団体さんもかなりの数がございますので、今現在ここが使えます、ここでどうでし

ょうというようなお答えは出ていませんけれども、先ほどの社協さんが令和４年度に第３期

の経営改善計画のほうを策定するというふうに伺っておりますので、その中にそういったも

のが記載されて盛り込まれてくるかどうか、ちょっと分かりませんけれども、その辺また社

協さんともよく話をさせていただく中で、できるだけ意に沿う形で対応できればいいなと考

えておりますので、またちょっと継続して検討させていただきたいと思います。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 竜王の保健センターは、今空いてはいますよね。あそこを今使ってい

ないのであれば、あそこを今までどおり何か使うまで貸していただくとか、そういったこと

はできないんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 
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○福祉課長（箭本 太君） 保健センターの所管が私どもではございませんので、また所管す

るところと再度確認させていただいて、できるだけ意に沿えるような形で対応できればと思

います。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） この後、その所管のまた予算審議があるかと思いますので、またそこ

で私も伺いたいとは思いますが、ぜひ、いい方向にいくようにお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） １ページの02ですけれども、会計年度職員のところの手話通訳者の

１名は変わらないんでけれども、昨年と比べて予算額が下がっていますけれども、それはど

ういう理由で、手話通訳者の方のお仕事は変わらないと思うんですが、どのような形で減額

でしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 飯沼福祉部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） 私のほうからご答弁させていただきます。 

  令和２年度につきましては、１人の方が手話通訳者として勤務していただいておりました

けれども、昨年度から２名体制で勤務をしていただいております。１名の方が月、火、木、

金曜日、それから１名の方が水曜日に入っておりまして、水曜日に入っている方は新しい方

ですので、あと週１の勤務になりますので、単価が低くなったり期末勤勉手当のほうの金額

が少なくなったりしますので、そうしますと、トータル的には50万円ほどの減額になると

いう計算になりますけれども、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） そうしたら、ここの会計年度任用職員の通訳者が１名という記述にな

っていますよね、予算書の中で。これは本来は２名ということですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 飯沼部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） 申し訳ございません。説明が足りなくて申し訳なかったんですが、

手話通訳者としては１名分、365日１年間で１名体制なんですけれども、ただ実際には２人

でその部分を対応しているということで、１名という記載をさせていただきました。よろし

くお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 分かりました。それから、続けてよろしいですか。 



－120－ 

○副委員長（長谷部 集君） はい、どうぞ。 

○委員（滝川美幸君） 22番の先ほどの社会福祉協議会の、今、保坂委員がお話ししたとこ

ろですけれども、説明の中で、第３期の経営改善の中で業務委託も考えているという発言が

あったと思うんですね。社会福祉協議会の仕事の中で、業務委託は以前からすごく大事だな

と思っていましたけれども、例えば食料のファミリーサポートのところなんかは、本当に県

内でいろいろなところと契約している市町村も増えている中で、甲斐市は社会福祉協議会で

やっているから大丈夫だというお話も以前から聞いていますが、なかなかそれだけでは食料

支援もしっかりとできていないんじゃないかという声も大きい中で、もしこういうことを今

から考えていくのであれば、フードバンク山梨なんかとしっかりと提携して、業務委託をし

ていくと社会福祉協議会の仕事もほかの部分で非常に充実した活動ができるような気がいた

しますので、ぜひその辺のことも、市のほうからもしっかりと助言をしていただきたいなと

いうことは考えています。食料を集めるのも本当にプロの方たちの集め方と市民から来るも

のを待っているのでは全然食料の総量数が違うということですので、かえってそういうプロ

に任せたほうが、甲斐市の中でも支援がしっかりできていくのではないかなと思っています

ので、ぜひその辺もよろしくお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 先ほどの私の説明の中で、市からも自主的に事務事業の委託等も

検討させていただきたいというようなご説明をさせていただきました。１つには、私どもの

福祉課のほうで担当する関係として、内閣府の関係の事業になるんですが、新たな連携によ

るつながりの場づくり緊急支援事業の創設というのが昨年の12月にされたようでございま

して、その中で、新たに取り組む事業というのが条件になるんですが、例えば子ども食堂だ

けを今実施しているものに、プラスアルファで学習支援を加えるというふうなことも、その

補助対象になるというふうなことのようでございますので、この話につきましては、もう既

に社会福祉協議会のほうには情報を提供させていただいております。そういったことも含め

て、私ども以外の所管のところからもお願いできるような事業があれば、またいろいろ検討、

考えさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと食料支援について伺いたいんですけれども、社会福祉協議会

を通じて食料支援を行っていると思うんですが、それを受けられる対象というのは、どうい
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う基準になっているか教えていただきたいんですが。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 具体的に細かな基準というものは設けてございませんけれども、

今対応させていただいておりますのが、社会福祉協議会のほうへ生活に困窮をしている、ち

ょっと苦しいというふうな方々が自立に向けた相談業務をされに来られる方がいます。その

際に、併せて今食料のほうは大丈夫ですか、日用生活品で不便しているようなものはござい

ませんかというようなことで、もしその時点で希望があれば、対応させていただいていると

いうような状況でございます。 

  それと、あと社協さんのほうで年に２回ないし３回だと思いますけれども、主にひとり親

世帯のほうにご案内をさせていただいて、食料支援のほうもさせていただいているというふ

うな状況でございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっとひとり親世帯の定義なんですけれども、例えば実質ひとり親

であれば頂ける。例えば離婚協議中で別居しているだとか、そういうのが入ってこなくて、

実質、女性の方なり男性の方なり、子どもを１人で世話しているというか、そういうような

方でも大丈夫なんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 大丈夫でございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 新型コロナウイルス感染症の生活困窮者自立支援金なんですけれども、

これは、新型コロナウイルス感染症の関係で収入が前年に対して激減した方に対するやつな

んですかね。月額10万円で３か月ということは、30万円までできるようなふうに受け取れ

るんですけれども。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 自立支援金につきましては、従前も何度かご説明させていただい

ておりますけれども、世帯の数によって金額が変わります。３人以上の世帯につきましては

月額10万円を３か月、今度、年が明けた後再支給が可能になりましたので、最大で６か月

の給付を受けられるというような形になっております。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、それは生活困窮世帯、いわゆる住民税非課税世帯に出すのは、
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あれは10万円ということなんですかね。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 今言いました自立支援金とは別に、２月末から、うちのほうから

対象世帯のほうに確認書というふうなものも既に約6,000世帯に発送させていただいており

ますけれども、こちらにつきましては、令和３年度の住民税が非課税の世帯、世帯員全員が

非課税世帯というふうなルールになっておりますけれども、そちらの世帯に対して、１世帯

当たり10万円を給付するというような形になっております。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） １ページの社会福祉協議会ですが、数字的なものを持っていないので

意見として述べさせてもらいますが、新しい事業が出てくると、これを社協に丸投げみたい

な感じが非常にあります。ですから、その辺も考えてもらわなければならないんですが、や

はり社協のほうはご存じのとおり給料がワンランク、ツーランク下ということですから、や

はりこちらへ下りてきた事業ですから、やはりある程度給料も見るという基本姿勢が僕は必

要かなと。ちょっとこの辺数字を持っていませんから、意見として述べさせてもらいます。 

  それからもう一つ、24ですが、生活福祉資金利子補給ですが、いつも言うんですが、こ

のゼロ金利の状態でさらに利息を取るという、それを補填してやるからいいじゃないかとい

うのは発想としてどうなんでしょうか。しかも利用者が非常に少ないと。この制度そのもの

が果たして必要なのか、新しいもっといいものをつくるべきだと思いますけれども、これも

意見として述べさせてもらいます。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） なるべく質問をお願いいたします。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 先ほどの新型コロナウイルス感染症の自立支援金3,000万円の件です

けれども、すみません、もう一回確認ですけれども、これ支給対象条件をもう一回お願いし

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 
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○福祉課長（箭本 太君） 自立支援金の支給条件につきましては、社会福祉協議会が窓口に

なっております緊急小口資金、それから総合支援資金の初回の貸付が終わった方が基本的に

対象になってくるという形になります。支給の際の条件が若干厳しい部分がございまして、

その中で特に厳しいのが就労活動の部分で原則週１回、ですから月に４回ないし５回、会社

の面接を受けにいく、応募するというふうなことが条件になっているため、なかなかそこが

ちょっと負担になって、申請を取りやめるというか、控えているというふうな方が非常に多

いのが全国的な状況、山梨県においてもそうですし、甲斐市では、今現在対象となっている

方の約８％ぐらいしかまだ手を挙げてきていないという状況です。 

○副委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） たしかあれですよね、先ほど言った総合支援金というのは、借りたと

しても、条件によっては返済不要になるんですよね。その辺をちょっとお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） そのとおりでございまして、総合支援資金につきましては、返済

の時期に住民税がかかっていない、住民税の非課税世帯となるような世帯については返還を

しなくてもいいというような形になっております。 

○副委員長（長谷部 集君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 先ほど１週間に就労の面接なり、そういう活動をしなければ受けられ

ないということなんですけれども、すみません、今回さらに延びたじゃないですか。意外に

結構知らない方がいて、そういうご相談をよく私もいただくんだけれども、周知方法につい

てちょっと。 

○副委員長（長谷部 集君） 箭本課長。 

○福祉課長（箭本 太君） 周知方法につきましては、特に広報等で周知はしておりませんけ

れども、対象となる方が限定をされるというふうなこともございまして、先ほど言った緊急

小口資金、それから総合支援資金の貸付を終わった方というのが条件になりますので、対象

となる方につきましては、私どものほうで県社協のほうから対象者のリストを頂きまして、

その方々に個別にご案内をさせていただいております。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかに質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、以上で質疑を終了いたします。 
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  これで３款民生費、１項社会福祉費のうち福祉課所管事業及び３項生活保護費についての

質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  会議の再開を10時50分といたします。 

 

休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時４８分 

 

○副委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、３款民生費、１項社会福祉費のうち障がい者支援課所管事業について説明を求めま

す。 

  早川障がい者支援課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） お疲れさまでございます。 

  それでは、３款民生費、１項社会福祉費で障がい者支援課が所管いたします事業予算につ

きましてご説明いたします。 

  予算説明書は62ページ、63ページの中段から、また、予算参考資料はナンバー５の４ペ

ージからとなります。 

  まず、２目障がい者福祉費につきましてご説明いたします。 

  ナンバー01自立支援給付事業の予算額は18億3,592万4,000円であります。財源内訳につ

きましては、国県支出金といたしまして障害者自立支援給付費負担金を国から９億1,479万

2,000円、県から４億5,739万5,000円のほか、県からの障がい児通所支援に係るやまなし子

育て応援事業補助金８万1,000円の計13億7,226万8,000円、その他財源として身体障害者施

設利用者負担金2,000円、それ以外は一般財源となります。事業の概要といたしましては、

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスとして提供され、日常生活に必要な支援が受け

られる介護給付費、自立した生活に必要な知識や技術を身につける訓練等給付費のほか、児

童福祉法に基づくサービスとして実施する障がい児通所給付費、また市単独事業として１日

100円を上限に食費を助成する通所施設利用者食費負担額助成等でありますが、食費の助成

につきましては、既にご報告のとおり事業の廃止に伴い、令和４年度につきましては、４月

から６月分までの３か月分のみの助成となります。その他障がい児者で家族や障がい者から
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の支援等が受けられない場合など、やむを得ない措置として行う障がい児者施設措置費、子

育て世帯の経済的負担を軽減するための第２子以降３歳未満障がい児通所支援利用者負担額

助成などであります。それ以外は、自立支援給付事業における諸費といたしまして、福祉サ

ービス認定調査員報酬や障がい福祉サービス費支払手数料などの役務費等を計上しておりま

す。 

  次に、ナンバー02自立支援医療事業の予算額は１億336万1,000円であります。財源内訳

につきましては、国県支出金といたしまして障害者自立支援医療費負担金を国から5,152万

円、県から2,576万円、計7,728万円、それ以外は一般財源となります。事業の概要といた

しましては、腎臓機能障害に係る人工透析や心臓機能障害に伴う手術などに対する自立支援

医療の更生医療助成及び育成医療助成のほか、医療的ケアを必要とする障がい者に医療機関

において医療的ケアと機能訓練などの福祉サービスを併せて提供する療養介護医療助成、ま

た育成医療認定審査委託業務などであります。 

  次に、ナンバー03地域生活支援事業（自立支援）の予算額は6,640万円であります。財源

内訳につきましては、国県支出金といたしまして地域生活支援事業費補助金を国から2,064

万2,000円、県から1,032万1,000円、計3,096万3,000円、その他財源といたしまして身体障

害者施設利用者負担金１万5,000円、それ以外は一般財源となります。事業の概要といたし

ましては、意思疎通支援事業の一環として実施する手話通訳者、要約筆記者等の派遣のほか、

障がい者への理解を深めるための研修や啓発を行う理解促進研修及び啓発事業、そして幼少

期における発達障がいなどの早期発見、早期療育を目的に、市内保育園、幼稚園、小学校を

臨床心理士等が巡回をする巡回支援専門相談員派遣、また、障がい者及びその家族等の相談

支援事業に係る障がい者基幹相談支援センター事業委託、障がい者の日常生活をサポートす

る移動支援事業及び日中一時支援事業、予算参考資料５ページに続きますが、訪問入浴サー

ビス事業のほか、手話奉仕員養成講習会委託、地域生活支援センター事業補助金及び福祉ホ

ーム運営補助金、成年後見制度利用支援事業などであります。 

  次に、ナンバー04地域生活支援事業（生活支援）の予算額は1,443万円であります。予算

説明書につきましては、64、65ページとなります。財源内訳につきましては、国県支出金

といたしまして地域生活支援事業費補助金を国から493万5,000円、県から246万7,000円、

計740万2,000円、それ以外は一般財源となります。事業の概要といたしましては、甲斐市

社会福祉法人に対する助成の手続を定める条例に基づき、社会参加支援事業補助金といたし

まして甲斐市社会福祉協議会が実施する障がい者のスポーツ大会、レクリエーション、交流



－126－ 

会への補助金のほか、甲斐市重度心身障がい者日常生活用具給付等事業実施要綱に基づく日

常生活用具の給付、障がい者世帯を対象とした住宅火災警報器や地震発生時の家具転倒防止

対策助成などであります。 

  次に、ナンバー05社会参加促進事業の予算額は110万円であります。財源内訳につきまし

ては、県から介助用自動車購入等助成事業費補助金45万円、それ以外は一般財源となりま

す。事業の概要といたしましては、障がい者の就労など社会活動への参加と自立を促進する

ための事業として、自動車運転免許取得費助成事業のほか、自動車改造費助成事業や車椅子

などを使用する在宅の重度障がい者等を対象とした介助用自動車購入等助成事業であります。 

  予算参考資料６ページをご覧ください。 

  次に、ナンバー06特別障害者手当等給付費の予算額は2,197万5,000円であります。財源

内訳につきましては、国支出金といたしまして国から特別障害者手当等給付費負担金1,648

万円、それ以外は一般財源となります。事業の概要といたしましては、知的を含む精神また

は身体に重度の障がいを有し、日常生活において常時の介護などを必要とし、所定の要件を

満たす障がい者児へ国が支給いたします障がい児福祉手当、特別障がい者手当、経過的福祉

手当を支給するものであります。 

  次に、ナンバー07障害者手当事業（市単独事業）の予算額は2,101万2,000円で、財源に

つきましては全て一般財源となります。事業の概要につきましては、甲斐市心身障がい者児

福祉手当支給条例に基づき、所定の要件を満たす心身障がい者児へ市単独事業として支給し

ている福祉手当であります。 

  次に、ナンバー08補装具費事業の予算額は1,532万3,000円であります。財源内訳につき

ましては、国県支出金として障害者自立支援給付費負担金を国から751万3,000円、県から

375万7,000円のほか、県から難聴児補聴器購入・助成事業補助金14万8,000円、計1,141万

8,000円、それ以外は一般財源となります。事業の概要といたしましては、身体障がいを補

うために必要とされる車椅子や義足等の補装具の購入または修理助成のほか、甲斐市難聴児

補聴器購入助成事業実施要綱に基づき、18歳未満の軽度・中度難聴児を対象とする補聴器

の購入費または修理費に係る助成であります。 

  次に、ナンバー09福祉タクシー助成事業の予算額は567万円であります。財源内訳につき

ましては、国県支出金として県から福祉タクシーシステム事業費補助金79万3,000円、それ

以外は一般財源となります。事業の概要は、甲斐市重度心身障がい者（児）等タクシー利用

料金助成事業実施要綱に基づき、在宅の重度心身障がい者（児）が通常の交通機関を利用す
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ることが困難なためタクシーを利用する場合、初乗り料金の一部を助成するもので、１人当

たり１回630円の助成券を最大年48枚交付するものであります。 

  次に、ナンバー10身体障がい者医療費助成事業の予算額は２億4,232万2,000円でありま

す。財源内訳につきましては、国県支出金として県から重度心身障害者医療費助成事業補助

金１億830万円、また重度心身障がい者医療費助成事業支給事務補助金704万7,000円、計１

億5,034万7,000円、その他財源として重度医療高額療養費納付金1,162万8,000円、それ以

外は一般財源となります。事業の概要といたしましては、甲斐市重度心身障がい者医療費助

成条例に基づき、重度心身障がい者の医療費に係る自己負担分を全額助成する医療費助成の

ほか、重度心身障がい者医療費審査手数料であります。 

  次に、ナンバー11障がい者自立支援諸費の予算額は172万3,000円で、財源につきまして

は、全て一般財源となります。事業の概要といたしましては、認定審査会で必要となる主治

医意見書の作成手数料のほか、障がい者虐待等一時保護事業などであります。 

  次に、ナンバー12障がい者自立支援諸費の予算額は218万2,000円であります。財源内訳

につきましては、国県支出金として国から特別児童扶養手当事務取扱交付金５万4,000円、

県から地域自殺対策強化事業費補助金16万6,000円、計22万円、それ以外は一般財源となり

ます。事業の概要といたしましては、障がい児童支援事業委託料のほか、甲斐市自殺防止対

策計画に係る普及啓発事業経費、中巨摩心身障がい児者父母の会負担金などであります。な

お、これまで市単独事業として助成を行ってまいりました心身障がい者認定文書料助成につ

きましては今年度をもって廃止となるため、新年度予算におきましてはその分が減額となっ

ております。 

  以上が２目障害者福祉費についての説明となります。 

  続きまして、５目自立支援給付認定審査会費についてご説明いたします。 

  予算説明書は68、69ページの上段、予算参考資料は７ページになります。 

  ナンバー01自立支援給付認定審査会費の予算額は112万9,000円です。財源内訳は、その

他財源として自立支援給付認定審査会共同設置負担金43万円、それ以外は一般財源となり

ます。事業の概要といたしましては、障がい支援区分に応じたサービスの提供や供給量を決

定するために、甲斐市、中央市、昭和町の２市１町で自立支援給付認定審査会を共同設置し

ている審査会委員の報酬などであります。 

  以上が、１項社会福祉費で障がい者支援課が所管となります事業予算の説明となります。

よろしくお願いいたします。 
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○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対し質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ４ページの03障がい者基幹相談支援センター事業委託がありますが、

この金額というのは大体人件費と見てよろしいですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） そのとおりでございますが、人件費だけではなくて事務

手数料等も入っておりますので、おおむね人件費と考えていただいて結構だと思います。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） たしか４人でしたよね。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） はい、現在４人でございまして、来年度５名ということ

で予算のほうを計上させていただいております。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ちなみに、資格を持っていらっしゃる方だと思うんですが、どういっ

た資格が、この基幹相談センターでされている方の資格なのか教えていただきたいと思いま

す。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 主には社会福祉士の資格を持った方。 

  すみません。 

○副委員長（長谷部 集君） 樋川係長。 

○自立支援係長（樋川浩一君） お答えいたします。 

  社会福祉士のほかに精神保健福祉士、また主任相談支援専門員という形で、相談支援者を

育成できる立場にいる方がいらっしゃいます。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 今度、臨床心理士ではなくて認定心理士というような資格ができたと

聞いておりますが、そういった方は、臨床心理士系の資格の方はここには雇っていらっしゃ
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らないということなんでしょうかね。必要かなと思うんですが。 

○副委員長（長谷部 集君） 樋川係長。 

○自立支援係長（樋川浩一君） はい、現在はそのような方はいらっしゃいません。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 大体、障がい者といっても、結構、発達障がいの方なんかもかなりい

て、家庭相談員のところもそうなんですけれども、でも、今度４名から５名にしていただけ

るということでありがたいと思います。そしてまた、そういう育成する方も入っているとい

うことなので、これから大変期待されるところですが、ぜひここを充実させていただけるよ

うに市でもしっかりと支援をしていただきたいと思いますので、その点どうでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 支援につきましては、現在、相談等も毎年増加しており

ます。そのため、現在４名の職員では対応できない部分もありますので、来年度は５名にさ

せていただきまして、当然、それ相応の相談、対応等につきまして力を入れてまいりたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 委託はしていますけれども、あくまでも非常に大事なところなので、

市としてもしっかりと支援を今のままというか、さらにお願いしたいと思います。これは要

望です。よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） すみません、確認いたします。このどこに入るかはちょっと分からな

いんですけれども、障がいがある子供たちが今増えているという中で、その子供たちが普通

の学校に行っていた後、放課後デイサービスというところを使うと思うんです。少し障がい

があるために普通の学童には行けない、行ったときにいじめもあったということで、放課後

デイサービスという施設を使っていると思うんですが、甲斐市では現在、公立の放課後デイ

サービスの施設がないという話を聞いています。それでわざわざ南アルプス市のほうへ通っ

ているという方もいらっしゃいますが、甲斐市は今後、そういう地元の子供たちをしっかり

自分の市で放課後デイサービスで指導していただけるというような計画みたいなものはあり

ますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 
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○障がい者支援課長（早川英彦君） お答えします。 

  現在、公立の放課後デイサービスを行っている施設はございません。現在、民間の施設を

利用していただいていますが、甲斐市につきましては、民間施設がかなり多くございます。

南アルプスまで行かなくても市内にもその施設がございますので、現在、市内に８施設、対

応している事業所がございますので、そういった事業所のほうを利用していただくような格

好で現在のところは考えております。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） そうしますと、公立はないけれども、私立のもので十分な、賄えてい

るという形で、それから、そういう要望もあまり今のところ出ていないという形でしょうか

ね。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） そうですね、民間施設等を利用していただいている方か

ら、特にそういう要望等は寄せられておりません。また、民間施設としても十分対応のほう

をしていただいておりますので、今の時点では十分対応していただいていると思います。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ありがとうございます。たまたまちょっとそのような意見を伺ったこ

とがありますので、質問させていただきました。ありがとうございます。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ６ページの補装具事業、難聴の方ですね、これで150件ということで

出ているんですけれども、実際、難聴で日常生活で不自由を感じている方というのは大体ど

れぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） お答えいたします。 

  どの程度の方が不自由を感じているかというところなんですが、具体的な数字はちょっと

分からないんですが、補装具で補聴器のほうを給付する事業を行っております。一旦給付し

ますと、その補聴器、５年間はそれを使っていただく格好になるんですけれども、ここ５年

で給付した数が99件、約100件ほど補聴器を交付しておりますので、おおむねその数字で考

えていただければと思います。よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 
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○委員（谷口和男君） 補聴器交付なんですけれども、それの申請というのはどちらのほうで

すればいいんですかね。病院にかかって中等度とか判明されたとか、そういう方は全て申請

できるんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 補聴器の交付、補装具の交付につきましては、まず障害

者手帳を所持していることが条件になりますので、病院に行って医師の診断を受け、その後、

障がい者支援課のほうで身体障害者手帳の交付を受けて、申請をしていただいて、交付され

た方につきましては補助の対象になりますので、その流れというふうな格好になります。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ということは、障害者手帳を受け取らないと補助の対象には全くなら

ないということですね、今のところね。それで、捉えられているのが、この150と100で250

件ぐらいということでよろしいんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 金子係長。 

○生活支援係長（金子智奈美君） こちらのほうの補装具のほうで延べ150件というのは、ほ

かの補装具も入ってございますので、今現在入っているのですと、年間大体８件ぐらい補聴

器のほうの補助をしております。先ほど課長が申し上げましたように、ここ５年間ですと、

99件、100件の補聴器のほうの補助をしているという形になっております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、100件程度ということですよね。私がいろんな方に聞いて、高

齢者になると約半数近くが不自由を感じているということで、補聴器が要る方も結構な人数

になると思うんですけれども、ぜひ助成できるところを増やしていっていただきたい。 

  これは要望なんですけれども、続いて質問をよろしいですか。 

○副委員長（長谷部 集君） はい、続けてください。 

○委員（谷口和男君） はい。障がい者手当、単独事業ということで、いわゆる認定の書類の

費用ですか、5,000円と昼食の100円ですね、下がっているんですけれども、こちらは甲斐

市の単独事業なんですけれども、ほかの市とかそういうところではこういうのはやっていな

いんですかね。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 心身障がい児福祉手当のことでよろしいでしょうね。 
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〔発言する者あり〕 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 申し訳ございません。 

  食費と文書料の補助につきましては、県内を調べましたが、行っている市町村はございま

せんでした。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） やっている市はないということなんですけれども、今まで私もいろい

ろ相談に行ったら、甲斐市独自で文書料が出るのでぜひやってくださいということで、非常

に助かったという方も結構聞いているものですから、簡単に、利用者が少ないとかそういう

のでやめることに関しては、ぜひ復活をしていただきたい。要望です。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 今のに関連して１点だけちょっと確認したいんですが、01のその通

所施設利用者食費のほうです。 

○副委員長（長谷部 集君） 何ページですか。 

○委員（保坂芳子君） ４ページの01です。通所施設利用者食費負担額助成、これは４月か

ら６月の分がこのように計上されているかと思うんですが、それは６月まではやるよという

ことで、確認ですけれども、よろしいんですかね。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） この食費につきましては、毎年６月にその所得の状況を

確認したところで、７月から来年の６月までを１年間という格好で支払いのほうをしており

ますので、どうしても４、５、６月、その分が昨年度の分として残って支払いがございます

ので、その分の支払いをさせていただくということでございます。よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そうしますと、また確認ですけれども、その後はないということなん

ですね。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） そのとおりでございます。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○副委員長（長谷部 集君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ４ページの03基幹相談支援センターですが、相談件数と内容につい

てお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 樋川係長。 

○自立支援係長（樋川浩一君） お答えいたします。 

  令和３年度、まだ１月末の数字になりますけれども、総相談件数が2,215件ありました。

内訳としますと、身体障がい者の方からの相談が189件、知的障がいの方からの相談が529

件、精神障がいの方からの相談が695件、発達障がいに関する相談が528件、高次機能障が

いに関係します相談が14件、ひきこもりに関する相談が44件、その他といたしまして216件

ほどの相談がございました。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） １度だけで済まないこともあるので、延べ件数としてはどのくらいで

しょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 樋川係長。 

○自立支援係長（樋川浩一君） お答えいたします。 

  実人数になりますと、410名の方から相談を受けているところであります。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） ６ページの中段、10ですか、身体障がい者医療費助成事業で、対象

者が2,100人となっているんですよね。今年度の予算だとすれば2,700人いたんですよね。

600人、要するに３割も減になっていて、件数はほぼ変わらない、予算も変わらないという

ことなんですが、この約600人減っている原因というのはどういう、実績に応じたのかどう

なのか、ちょっとここを説明いただけますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 金子係長。 

○生活支援係長（金子智奈美君） こちらのほうの対象者2,100人というものなんですけれど

も、昨年までこちらの対象者のほうの人数の2,700人というのが、障害者手帳を持っていて

該当になられるものの人数を上げておりました。実質、決算とかのほうの人数になりますと、
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2,200人とか2,100人ぐらいで随時していまして、所得とかによって重度医療のほうの対象

にならない方まで含めておりましたので、今回、こちらのほうは実質人数という形での見込

みで数字のほうを直させていただいております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 分かりました。実績に応じた人数ということでよろしいですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 金子係長。 

○生活支援係長（金子智奈美君） はい、そのとおりでございます。 

○委員（五味武彦君） 以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ５ページの障がい者支援事業のところの住宅火災報知器、これは10

件、11万5,000円というのが計上してあるんだけれども、これで十分間に合うのかどうなの

か。その辺のところの、今、障がい者の中に、この辺のところのちょっと、火災になると、

当然、障がい者ってなかなか避難するのが大変なので、こういったものをきちっと徹底して

やっぱりつけるというか装備するという指導をした中で、どんなふうな経緯であったか、ち

ょっと教えていただけますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 火災報知器の助成につきましては、平成22年度から実

施しておりまして、本年度の申請者につきましては、今現在のところ申請者がございません。

昨年度、令和２年度は１件ございまして、助成のほうをさせていただきました。 

  平成22年度、始まった当初は159件とか、平成23年には110件等々多くございましたが、

今のところはもう大体設置された方も多くいらっしゃるのか、実際には申請のほうは少ない

という格好になっております。周知のほうはしているんですが、なかなか請求者がいらっし

ゃいませんので、おおむね10件程度計上させていただければということで計上させていた

だきました。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 過去は結構多かったということで、当然、その後、ある程度設置でき

ているのかなと思うんですけれども、基本的に、こういった制度がある以上は、やっぱり障

がい者に、こういった制度がありますから、ぜひ火災等を十分対応、本当は起きてはならな



－135－ 

いんだけれども、起きたときにはこういったものを十分活用、避難するのに早く分かるので、

やっぱりそういったものを、やっぱり市のほうもそういう障がい者に対して、こういったも

のもどうですかというね、いい意味で指導、まあお金もかかるからね、全面的につけろとは

強制はできないんだけれども、指導するということもやっぱり行っていくことも必要だと思

うので、また課のほうでその状況等を、障がい者の、今、住まいのその状況等も把握した中

で、やっぱりせっかくこういう制度がある以上は活用することが必要だと思うので、その辺

のところを今後やっぱり指導してもらいたいんだけれども、その辺の考えをお聞かせいただ

けますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） 担当のほうでも毎年、広報等を利用しまして周知のほう

は行っておりますが、さらにまた周知のほうを行わせていただいて、窓口にいらっしゃる

方々にも、こういう制度があるということでまた周知のほうをしてまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸 寛君） すみません、確認で、６ページの09の福祉タクシー事業のタクシー

の件ですけれども、これは介護タクシーも含まれているんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 早川課長。 

○障がい者支援課長（早川英彦君） はい、含まれております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ以上で質疑を終了します。 

  これで、３款民生費、１項社会福祉費のうち障がい者支援課所管分についての質疑を終了

します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時２３分 

 

再開 午前１１時２５分 
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○副委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、３款民生費、１項社会福祉費のうち、長寿推進課所管事業について説明を求めます。 

  小池長寿推進課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） お疲れさまでございます。 

  長寿推進課より、令和４年度一般会計当初予算の長寿推進課に係る歳出の説明をさせてい

ただきます。 

  予算説明書66、67ページをお願いします。 

  説明欄の09一般管理費から20成年後見制度利用促進事業までが長寿推進課の所管になり

ます。 

  なお、説明は予算参考資料ナンバー５で行いますので、８ページをお願いします。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費、09一般管理費、予算額380万7,000円は、

避難行動要支援者名簿の管理経費、地域介護保険事業計画策定に伴う調査業務委託、課の事

務費等の経費でございます。 

  次に、10老人保護措置事業、予算額2,907万7,000円は、老人ホーム入所判定会の委員報

酬並びに、65歳以上で環境上、経済的理由等により自宅で日常生活を営むことに支障があ

る高齢者が養護老人ホームに入所しておりますが、その措置費用を計上しております。なお、

財源のその他は入所者からの負担金でございます。 

  次に、11在宅福祉事業、予算額1,388万6,000円は、掲載の６つの事業に関する予算を計

上しております。 

  初めに、訪問理美容サービス事業は、寝たきりで理美容院へ行けない高齢者が自宅で理美

容を受けるときにかかる経費を１回当たり3,000円助成しております。 

  次に、介護保険通所サービス利用者食費負担額助成事業は、65歳以上でデイサービスを

利用しております低所得者に対し、施設における食事代を１食につき100円助成しておりま

す。 

  次に、高齢者福祉タクシー・バス利用料金助成事業は、高齢者の社会活動の範囲を広め、

自立支援のために、75歳以上で家族のどなたも車を所有していない、非課税世帯であるこ

となどの要件を満たす方に、タクシー、バスを利用する際の一部を助成しております。 

  次に、高齢者自立応援事業は、日頃から介護予防や健康管理を行っている、介護認定を受

けていない85歳以上の方に市の特産品を送る事業でございます。 

  次に、寝たきり高齢者及び認知症高齢者介護慰労金支給事業は、寝たきりまたは認知症高
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齢者などを在宅で介護しているご家族に対して慰労金を支給するものです。 

  次に、介護用品支給事業は、高齢者を在宅で介護している家族に対し、要介護３以上など

の要件を満たす方に、介護用品を購入するためのクーポン券を交付する事業です。 

  次に、12虐待等一時保護支援事業、予算額33万5,000円は、家族等から虐待を受けている

高齢者を一時的に施設へ保護措置を行うものです。なお、財源のその他は、入所時の入所者

からの負担金になります。 

  ９ページをお願いします。 

  13敬老祝金支給事業、予算額575万5,000円は、高齢者の長寿を祝福し、敬老祝金、特別

敬老祝金を支給する事業で、それぞれの区分により、合計403人を予定しております。 

  次に、14高齢者社会活動推進事業、予算額476万5,000円は、市老人クラブの活動に対す

る補助金、そのほか、いきいき山梨ねんりんピック参加に伴う経費、高齢者と子どもの帰り

道ふれあい事業の実施に伴う消耗品、保険料などの費用です。財源内訳の国県支出金は、老

人クラブの活動に対する県補助金でございます。 

  次に、15介護保険サービス利用者負担対策事業、予算額207万7,000円は、低所得者等に

対する介護保険サービスに係る利用者負担軽減制度事業で、社会福祉法人等の軽減に対する

補助金でございます。財源内訳の国県支出金は、県からの補助金でございます。 

  次に、16介護保険特別会計繰出金、予算額７億5,714万1,000円は、介護保険係の人件費、

介護給付費や地域支援事業の市負担分、介護認定審査会に係る経費などに対する介護特別会

計への繰出金です。なお、財源内訳の国県支出金は、国、県からの低所得者保険料軽減負担

金で、詳細は介護保険特別会計で説明をさせていただきます。 

  次に、17介護サービス特別会計繰出金、予算額120万は、要支援者へのケアマネジメント

等を行う介護サービス特別会計への繰出金で、詳細は介護サービス特別会計で説明をさせて

いただきます。 

  最後に、20成年後見制度利用促進事業、予算額58万1,000円は、成年後見制度の利用促進

に向け実施する成年後見制度利用促進協議会等の会議に伴う委員の報酬やアドバイザーへの

謝礼、勉強会や会議の開催費用、研修会への参加費用でございます。 

  以上、長寿推進課関係の予算説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 
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  質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ８ページの一番最初の09の中にある避難行動要支援者名簿管理経費、

ありますよね。これは要支援者の名簿ですね。私がちょっと一般質問したときに、避難行動

計画もこれはつくることが義務化されていますけれども、これに関しての記述がありません

が、これはどうなっていますでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 今回の令和４年度の当初予算の中では経費のほうを掲載して

おりませんけれども、今年度つくられました国土強靭化計画の中に、この要避難者計画の担

当課が、福祉課、障がい者支援課、長寿推進課、防災危機管理課という４課になって行うこ

とになっておりますので、令和４年度早々に連携を取りながら計画のほうは進めてまいりた

いと思っております。また、経費について途中でかかるようなことがあれば、また補正をお

願いしたいなと思っております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そうすると、長寿推進課が音頭を取って４課をまとめるということで

いいんですよね。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） その４課の中でまだ打合せ等ができておりませんので、どこ

が主幹になってするのかというところを最初にまず決めて進めていく予定であります。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 誰が中心になってやるんでしょうか。なかなかそれは答えられないか

もしれませんけれども。 

  ただ、避難行動要支援者名簿を持って管理しているのは長寿推進課でありますし、その４

課でやるのにも、いつやるのかとか、これはどこを言ったらいいのかとか、防災危機管理課

かもしれませんけれども、そういったことをどこからも誰からも言われないから黙っている

というんじゃなくて、しっかりと言っていっていただいて、企画なり、また市長なりにきち

っと、やっぱりそれは黙っているからやらないというんじゃなくて、必ず令和４年度中には

それを取りかかっていただきたい。そうじゃないと、避難行動計画ができていないと実際に

避難できませんので、高齢者が。そこはお願いしたいと思うんですけれども、いかがでしょ



－139－ 

うか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 国土強靭化計画の中の計画の中にも、令和８年度には100％

計画を完了するということがうたわれておりますので、令和４年度には早々に手をつけて進

めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ８ページ、12番の虐待等一時保護支援事業で、33万5,000円あるんで

すけれども、これは実際、虐待等は何件ぐらい発生しているんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 令和３年度につきましては、虐待で措置した人数は２人とな

っております。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） この虐待等なんですけれども、これは、本人からあるとか周りから虐

待の事実があるとか、そういう把握はどういうふうにされているんでしょう。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） ケアマネジャーさんからの報告であったりとか、デイサービ

スに行っているときの施設の職員からの報告であったりとか、もちろん本人さんからの訴え

であったりとかを聞いております。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 実際、虐待ももう少しあるかとは思うんですけれども、ぜひ防止に努

めていただきたいと思います。 

  それともう一件、別なんですけれども、11番の訪問理美容サービス事業11人とあるんで

すけれども、これは美容師さんとかに支払われた金額ということなんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） こちらのほうは、在宅で理美容を受けたときの利用料

金の一部を助成するものになっております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、施設とかそういうのは、またそういう制度というのは別にない
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んでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 今のところは在宅での利用者ということになっており

ますので、施設の利用者は対象とはさせていただいてはおりません。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  清水委員長。 

○委員（清水正二君） ８ページの今の11のところなんですけれども、高齢者の福祉タクシ

ー・バス利用助成ということで、450人、１年間ということの、これは積算根拠になってい

るのかどうか分からないですけれども、前年度と比較して、450人、前年度470人で、ほぼ

予算的に同じなんですよね。予算が多いのに越したことはないという、安全を見てかどうか

分からないですけれども、人数が減っているのにほぼ同額というその積算根拠というのは、

どこにこれはあるんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） こちらのほうは、高齢者の方ですので、利用ができな

くなったりというふうなこともありますので、今までの実績から見た数字でこちらの数字の

ほうは出させていただいております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 清水委員長。 

○委員（清水正二君） その実績というのは、予算というか、その執行した中の実績なのか、

それとも人数の実績なのか、どっちのほうなんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 利用者実績を見ながら積算のほうをさせていただいて

おります。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 清水委員長。 

○委員（清水正二君） くどいようですけれども、このタクシーの利用助成金事業というのは、

例えば１人が何回も使えるということですか、制限がないとか。どういった形なんですか、

そうなると。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 



－141－ 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） こちらのタクシー・バス利用券につきましては、本人

が選択をできるようになっております。タクシーだけの方、バスだけの方、両方を使いたい

方ということで、月の利用できる金額、枚数が決まっておりまして、その申請のあった月か

らその月数に応じた枚数を交付させていただいております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 清水委員長。 

○委員（清水正二君） だと思うんですよね。その１人が使う額というのが決まっていないと

不公平にもなるし、予算上もそれで出すんじゃないと思うんだけれども、要するにタクシー

と、金額が決まっていれば１人当たり幾らという形でもって出てくるわけですよね。それを

聞いているんですよ。 

○副委員長（長谷部 集君） 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４１分 

 

再開 午前１１時４３分 

 

○副委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  答弁を求めます。 

  小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 先ほど係長が言いましたように、１人当たりにいく枚数、い

く金額は決まっておりますけれども、その方によって、12か月に丸々使う方もいらっしゃ

れば、それが８か月分使う方もいらっしゃる。使う金額が違ってきますので、その実績を見

させていただいて今回計上させていただきました。よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（長谷部 集君） では、よろしいですか。 

  じゃ、所管の委員の質疑を終了し、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） お聞きしますけれども、９ページ、高齢者社会活動推進の中で老人ク



－142－ 

ラブ活動補助金というのがあるんですけれども、昨年度は50クラブ、425万、今年の予算が、

47クラブ、402万6,000円ですよね。これは全体的に、支え活動とか、あるいは長寿会を増

やすというような活動の中で、減っているという要因はどういうことが考えられますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 老人クラブに関しましては、年々ちょっと減っている状況に

あるんですけれども、令和２年度に老人クラブに関するアンケートというものを取らせてい

ただきました。その中で、入りたくないという理由についてお聞きしているところなんです

けれども、やはり仕事とか家事とか介護が忙しいとか、あとは人間関係が煩わしいというも

のだったりとか、活動に魅力がないというようなアンケートをいただいているところです。 

  やはり老人クラブの会員を増やすには、いろいろ様々な取組をしていかなきゃいけないの

かなとは思いますけれども、やはり老人クラブという名前、名称の見直しであったりとか、

あと役員さんへの負担軽減だったりとか、あとやはり活動内容を多くの人に知っていただく

ということを周知していくということが必要なのかなと感じております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） 先ほどもちょっと話しましたけれども、年々と、年齢ですね、健康年

齢とかそういったもので、老人のコミュニティーの場所というのもだんだん少なくなってい

く中で、大事な役割を果たしていると思うんですよね。そういった意味では、今後、啓蒙活

動をしっかりやっていただいて、老人の住みやすいコミュニティーの場所をつくっていただ

くように努力してもらいたいと思いますけれども、その辺、どんなふうにお考えでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 啓蒙活動のほうを頑張ってやっていくつもりでおりますけれ

ども、また、会員の増強策を講じている、取り組んでいるという地域もあると思われますの

で、そういうところの取組事例とかをまた研究しながら、市社協と協力しながら、連携を深

めて増強に取り組んでまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○委員（清水和弘君） よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ８ページのナンバー10のほう、老人保護措置事業のほうの老人ホー



－143－ 

ム入居者判定委員５人という、この判定委員のちょっと内訳を教えていただけますか、どん

な人がやっているのか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 判定委員の委員さんです。地域福祉の老人福祉の担当であっ

たりとか、市の老人保健担当、医師、老人福祉施設関係者が委員さんになっております。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ５人で３万7,000円、１人にすれば7,000円ぐらいになるんだけどね、

要するに、報酬がね。そうすると、これは入所の判定をする委員会という理解でいるんだけ

れども、その辺のところ、7,000円で年間何回か、この会は、依頼しているというか、この

入所の判定をする会って、どんなふうな活動をしているの、これ。活動というか、事業を。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 養護老人ホームの入所を希望している方がおられたときに、

その入所の可否を決める会であります。大体年間に１件１回、もしくは２回ぐらいの会議に

なっております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 基本的に、老人ホームということで我々も耳に入るのは、なかなか入

居がちょっと困難だと。それは条件等当然あるので、要介護いくつとか条件があるのは分か

っているんだけれども、意外と各家庭でそういった施設へ入居するのに結構大変だというこ

とを耳にするんだけれども、こういったところの、特に高齢化社会を迎えるときに、やっぱ

りなかなか、こういった、家庭で見ればいいんだけれども、それはいろんな状況があって、

家庭では見られないと。やっぱり老人ホーム等に、そういう施設に預けて、いてもらいたい

という、結構耳にするので、その辺のところ、この辺の対応というか、それはどんなふうで、

関連しているからあれなんだけれども、市としてどのように、その辺の対応、現状はどうな

のかちょっと教えていただけますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 先ほど赤澤議員さんがおっしゃった老人ホームは、特別養護

老人ホームで、要介護３以上の方が入られる老人ホームでありまして、ここに計上させてい

ただているのは養護老人ホームといいまして、こちらに入所を希望される方というのは、環

境上だったりとか経済的にちょっと大変だということで、市で措置をする方が入る入所施設
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になっておりますので、年に１回もしくは２回の判定会で十分入所の判定が決まるような形

になっております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 本当に一般のその要するに老人というか、老人ホームとは対象は違う

という理解でよろしいんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） はい、そのとおりでございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） そういう人たちの今の入居率、相談に来て、ある程度該当すれば、ほ

とんどの場合、そういう人たちは、ある程度その施設へ入所できるだけの体制は整えてある

んですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 現在、甲斐市内にはそういった施設はないんですけれ

ども、県内に合わせて９施設ありますので、そちらの空き状況により入所をさせていただい

ている状況になります。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみませんね、数値のことで申し訳ございません。 

  結構、みんな相談されるんだよね。なかなか入れない、施設が足りなくてね。入居待ちと

いうのは結構あるので、やっぱりその辺のところの市としても対応をすることも必要じゃな

いかと思うんだけれども、その辺の対応はきちっとフォローできているかどうかと、それを

ちょっと聞きたくて質問しているんだけれども、どうですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 飯沼部長。 

○福祉部長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  ただいま、こちらの老人ホーム入所判定会で入所を決定する場合については、先ほども課

長のほうから説明がありましたけれども、環境上という説明をさせていただきました。それ

は、家族からの虐待があって家では住めないとか、あとは、家がなくなってしまってどこも

行くところがない、独りで住めないという方については、この老人ホーム入所判定会で判定

をして、この方は措置しなければならないと決定した場合には、先ほど申し上げました、県
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内の養護老人ホームへ市が措置をするという事業になりますので、特別会計でやっておりま

す特別養護老人ホームとはまた別の取扱いになりますので、ご理解をお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみません、勘違いして申し訳ございません。 

  ただ、虐待とかそういった人たちが、やっぱり相談を受けて、認定されて、すぐ措置でき

るような、措置の事業ですから、対応していただけるように、これは要望で結構です。よろ

しくお願いしたいと思います。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 確認です。先ほどの清水議員とちょっと関連ですけれども、高齢者福

祉タクシー利用ということで、非課税世帯、75歳以上ということですけれども、これが例

えば、ちょっと前の課に戻りますけれども、障がい者の福祉助成金というのがあるんですけ

れども、先ほど言った初乗りの１回分ということで、それは重複している人もかなり、高齢

者と障がい者も両方もらっているという方もおられるんですかね。 

○副委員長（長谷部 集君） 井上係長。 

○長寿あんしん係長（井上千悦子君） 障がい者福祉課と連携を取りまして、重複しないよう

に確認を行っております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） じゃ、１つ、例えば非課税世帯、75歳で対象になっていて、先ほど

言いますように、タクシー券を選ぶかバスを選ぶかって、もらっている人は、障がい者であ

って、それにもらう権利はあるんですけれども、１つの１本に絞っているということですか。

でも、これは、だって、障がい福祉タクシーというのは、これを見ると市の単独の市単の財

源内訳、あれですよね。こっちの障がい者福祉タクシーは県から79万何がしが出てしてい

るんですから、それはちょっとおかしいと思うけれども、あれですか。そこのところも。 

○副委員長（長谷部 集君） 両方もらえる権利があるんだからということですか。 

○委員（藤原正夫君） そういうことです。 

○副委員長（長谷部 集君） だそうです。 

  小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 申し訳ありません。 
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  要綱を定めて行っているもので、今のところは、障がい者と介護認定を受けた方ではダブ

らないように券のほうを発行させていただいております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ９ページのナンバー20の成年後見人制度の利用促進事業というの

をちょっとお聞きしたいんですけれども、そもそもこの需要というか、この成年後見制度の

メリットみたいなものは、その周知方法とかそういうものはどう考えられていますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 成年後見利用促進事業につきましては、今まで準備を進めて

いたところで、令和４年度に今回条例のほうを制定させていただきまして、令和４年度から

活動をしていく予定です。利用促進につきましては、どなたがどのところでも成年後見を利

用できるように周知してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） これは、ほかの甲府市なんかはもうとっくにこういうものをやって

いるんですよね。私の近所にも、甲府市で、先ほど言われたこの後見制度の後見人のアドバ

イザーの資格を、これは資格があるんですよね、たしか。 

○副委員長（長谷部 集君） ご質問の内容が、後見人になる資格なのか、アドバイザーにな

る資格なのか、どちらを。 

○委員（有泉庸一郎君） 両方。 

○副委員長（長谷部 集君） はい、両方で。 

  藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） 後見人につきましては、特に必要な資格というものはあ

りませんで、親族の方が後見人になる方もありますし、弁護士とか司法書士とかそういった

専門職の方がなる場合もあります。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 私の近所に甲府市でアドバイザーみたいなことをやっている人がい

るんですよ、前から。甲斐市にはないのかみたいなことをちょっと聞かれたもので、今ちょ

っとこれを聞いたんだけれども、でも、あるでしょう。そうでないと、後見制度の利用促進
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というようなことが今から４年度からやられるということなんだけれども、しっかりその辺

は把握していないとまずいでしょう。 

○副委員長（長谷部 集君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後 零時００分 

 

○副委員長（長谷部 集君） 再開します。 

  答弁を求めます。 

  小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 協議会のほうを設置しまして、その協議会のメンバーのほか

に専門的な分野でアドバイスをいただきたいという方について、アドバイザーという言い方

をさせていただきましたので、ご理解をよろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ご理解はいいんだけれども、今から４年度から利用促進事業をやっ

ていくというんでしょう。その辺をしっかり把握していないと利用促進の事業なんてできな

いでしょう。それを聞いているんですよ。 

○副委員長（長谷部 集君） 小池課長。 

○長寿推進課長（小池清美君） 今年度つくりました第３次甲斐市地域福祉計画の中に成年後

見制度の利用促進計画というものを掲載させていただきました。その計画に基づいて令和４

年度から協議会を立ち上げ、促進をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） いずれにしても、この事業をやろうというんだから、その辺をしっ

かり把握していってもらわないと促進事業なんてできないでしょう、そうであれば。こうい

う後見制度というものの周知も、やっぱり市民というか皆さんにしていかなければならない

でしょう。先ほどから課長の説明の中にも、協議会というんだけれども、そういう協議会だ

って、協議会というのはどういう構成でやられるんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 藤原係長。 
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○介護予防推進係長（藤原布美君） 協議会の委員としましては、弁護士会の代表と司法書士

会の代表、社会福祉士会の代表とか、あとは精神保健福祉士とか医師、それから福祉関係と

か介護関係の事業所の関係者から構成し、さらに自治会の連合会とか民生委員さんにも入っ

ていただく予定でございます。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 要するにまだ準備段階で、これからということですね。今からそれ

を立ち上げるということですよね。しっかりやってください。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、以上で質疑を終了します。 

  これで３款民生費、１項社会福祉費のうち長寿推進課所管分についての質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩します。 

  午後１時半からの再開とします。 

 

休憩 午後 零時０３分 

 

再開 午後 １時２８分 

 

○副委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費から３目母子福祉費について説

明を求めます。 

  戸澤子育て支援課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） お疲れさまでございます。 

  子育て支援課が所管いたします当初予算につきまして説明をさせていただきます。 

  予算説明書は68、69ページ中段から、また予算参考資料ナンバー６の１ページからとな

ります。 

  それでは、予算参考資料ナンバー６に基づき説明をさせていただきます。 

  １ページをお願いいたします。 

  初めに、３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費であります。 
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  01児童福祉関係職員費１億2,062万2,000円は、子育て健康部長及び子育て支援課の正規

職員15名、合計16名分の人件費であります。 

  02児童福祉関係会計年度任用職員等費2,086万9,000円は、令和４年度から家庭児童相談

室が子ども家庭総合支援拠点に変更となりますが、拠点における子ども家庭支援員等４人と

ファミリーサポートセンターアドバイザー、また子育て広場の会計年度任用職員３人の合計

７人分の人件費であります。財源内訳の国県支出金793万4,000円につきましては、国及び

県の地域子ども・子育て支援事業交付金、補助率３分の１の470万6,000円で、ファミリー

サポートセンター、子育て広場の人件費に充てるものと、国の児童虐待・ＤＶ対策等総合支

援事業費国庫補助金、補助率２分の１の322万8,000円で、子ども家庭総合支援拠点の相談

員等人件費に充てるものの合計となります。 

  次に、10児童福祉諸費1,100万1,000円であります。保育園入園などに伴う事務経費、公

立・私立保育園などへの学校安全会掛け金助成金、各公立保育園に県産材を活用した木製お

もちゃの購入費用、また令和４年度からスマート甲斐プロモーションの一環といたしまして、

公立保育園５園に対し、保育園業務のＩＣＴ導入に向けた委託料、また保育園の入所選考に

おけるＡＩマッチング導入に向けた委託料を計上しております。財源内訳の国県支出金は、

ＩＣＴ導入委託事業、保育対策総合支援事業費国庫補助金になります。また、その他につき

ましては、保育料の督促手数料２万4,000円と県産材玩具の財源といたしまして、森林管理

基金繰入金89万円を充てております。 

  次に、11こども医療費助成事業３億8,811万7,000円でありますが、令和４年４月から助

成対象が拡大されまして、高校生世代の入院、通院ともに窓口無料となり、対象人数は約１

万3,000人を見込んでおります。財源内訳の国県支出金7,243万9,000円は、乳幼児医療費助

成事業費補助金6,992万2,000円と支給事務費補助金251万7,000円であります。また、その

他3,000万1,000円につきましては、サテライト双葉による地域振興基金繰入金3,000万円と

返還があった場合の存置といたしまして1,000円を充てております。 

  続きまして、12次世代育成支援対策事業502万3,000円でありますが、ファミリーサポー

トセンター事業や子育て広場、乳幼児教室などの経費、また保護者の疾病や出産などの理由

で家庭で養育が一時的に困難となった場合、児童を短期間預かる子育て短期支援事業の委託

料になります。財源内訳の国県支出金は、地域子ども・子育て支援事業交付金、国県分補助

率３分の１の202万2,000円を充てております。また、その他37万円につきましては、令和

４年度からダイドードリンコ株式会社が市内３公園に子育て支援自動販売機を設置いたしま
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して、その売上げの一部を子育て支援に活用していただきたいとの趣旨で、公園施設使用料

37万円を子育て広場のおもちゃ購入に充てさせていただくものです。 

  資料の２ページをお願いいたします。 

  13子ども家庭総合支援拠点事業、こちらにつきましては、令和３年度までは家庭児童相

談室設置事業、令和４年度より事業名の変更となっております。17万8,000円であります。

事業の概要は、相談業務における事務費と県家庭児童相談員連絡協議会の負担金、また近年、

家庭相談員の相談内容が複雑化する中、相談員への助言、指導、精神的サポートをする家庭

児童相談スーパーバイザーへの報酬費となります。 

  18子育て支援総合施策事業９万8,000円でありますが、子ども・子育て支援法に基づく施

策の計画、推進についての審議及び答申における会議の委員報酬等であります。 

  19養育医療費助成事業319万6,000円につきましては、入院医療を必要といたします未熟

児を対象とし、指定医療機関において出生から退院もしくは満１歳までの自己負担分の医療

費を対象とし助成するもので、20人分を計上しております。財源内訳の国県支出金239万

4,000円は、補助率２分の１の養育医療費国庫負担金159万6,000円と補助率４分の１の県負

担金79万8,000円とになります。その他につきましては、国庫返還金があった場合の存置と

いたしまして1,000円を充てております。 

  21民間保育所整備事業55万2,000円につきましては、現在、西八幡地内にあります竜王あ

ら川こども園におきまして、防犯対策強化のため防犯カメラを設置します費用に対し、国が

２分の１、市が４分の１の保育所等整備事業費補助金を補助するものです。財源内訳の国県

支出金36万8,000円は、補助率２分の１、国の保育所等整備交付金となります。 

  22子育て健康部公用車維持管理事業72万4,000円ですが、これは子育て健康部で使用いた

します公用車、軽車両４台、普通車両１台の維持管理費を計上したものであります。 

  資料の３ページをお願いいたします。 

  続きまして、２目児童措置費について説明をさせていただきます。 

  01児童手当12億5,635万1,000円は、中学生までの9,537人に支給することを見込みまして、

手当12億5,635万円と翌年度精算に伴います国庫返納金の存置1,000円であります。財源内

訳の国県支出金10億6,795万5,000円は、児童手当交付金国分の８億7,956万5,000円と県分

１億8,839万円であります。また、その他は児童手当返還金存置1,000円であります。 

  02児童手当支給事務費117万8,000円でありますが、支払通知等の郵送料など事務経費で

あります。 
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  次に、３目母子福祉費であります。 

  01ひとり親福祉事業6,280万3,000円でありますが、これは母子家庭等対策総合支援事業

といたしまして、ひとり親家庭の自立支援策の一環であります資格取得のための支援事業に

なります。看護師などの資格取得のため、養成機関等で就業するときの生活費の支給をする

高等職業訓練促進給付金、また医療事務や介護ヘルパーなどの資格取得のため、教育訓練給

付金などの事業費といたしまして1,254万2,000円となります。また、ひとり親家庭医療費

助成事業といたしまして、677世帯、5,026万1,000円を予算計上するものです。677世帯に

つきましては、申請をしているが所得条件に伴い該当とならない世帯も含まれておりますの

で、実際に助成対象となる世帯は519世帯を見込んでおります。財源の内訳の国県支出金

3,444万9,000円は、母子家庭等対策総合支援事業費国庫補助金、補助率４分の３の940万

5,000円、またひとり親家庭医療費助成事業県補助金、補助率２分の１の2,430万円、事務

費補助金、補助率２分の１の74万4,000円であります。また、その他は返還金があった場合

の存置1,000円であります。 

  02児童扶養手当支給事務費24万3,000円は、児童扶養手当支給に係る印刷費及び郵送料な

どの事務経費であります。 

  03児童扶養手当３億1,698万1,000円は、離婚、死亡等でひとり親世帯の18歳までの子供

がいる世帯に支給される手当で、630世帯を見込んでおります。また、国庫支出金返納金は

存置1,000円であります。財源内訳の国県支出金１億566万円は、国の児童扶養手当給付費

負担金、補助率３分の１で、その他は返還金があった場合の存置1,000円であります。 

  04助産、母子生活支援事業332万8,000円は、生活困窮の母子家庭で出産があった場合の

助産施設措置費１人分と母子生活支援施設措置費１世帯６か月分であります。財源内訳の国

県支出金249万6,000円は、国の児童入所施設措置費等負担金、補助率２分の１の166万

4,000円と県分、補助率４分の１の83万2,000円であります。また、その他は入所者負担金

の1,000円であります。 

  以上、児童福祉費のうち、１目児童福祉総務費から３目母子福祉費まで説明をさせていた

だきました。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 



－152－ 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ２ページの子育て支援総合施策事業というところなんですけれども、

ちょっと私、昨年度のとき、竜王の保健福祉センター、それが空いているので今ワクチン接

種会場として使っているとは思うんですけれども、それを児童センターにするような話をち

ょっと伺った覚えがあるんですけれども、どうなったか分かりますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらの２ページの18の子育て支援総合施策事業につき

ましては、こちらは子ども・子育て支援事業計画、あちらの策定をしたりですとか、あとは

保育園が新しくできるときに審査とかをするところの事業費になりまして、今、議員さんの

ほうがおっしゃっています子育て支援拠点のほうだと思われますが、それにつきましては、

先日、市長のほうでも話をされたと思うんですけれども、ちょっと保健センターではないと

ころで今、拠点のほうをつくれればということで話のほうが挙がっている次第であります。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 子育て支援課のほうでは、そちらのほうにはあまり関与していないと

いうことなんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） 子育て支援拠点となりますと、うちのほうで主にやってい

かなくてはなりませんけれども、建物的なものは子育て支援課のほうではちょっとまだ話の

ほうはございませんが、ただ中身的なもの、要するに相談の事業をやっていくとか、そうい

うものにつきましては子育て支援課のほうで主になって実施していきたいと考えております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） １ページの10の保育園のＡＩマッチング導入委託とありますけれど

も、この内容を詳しくお願いしたいと思います。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらの保育園のＡＩマッチングの件につきましては、今、

入所の選考、大体11月に新たに４月からの入所の選考の申請のほうを出していただきまし

て、今は職員の手で点数をつけたりですとか、それぞれ第１希望から第８希望までの順に並

べたりですとか、そういった形で選考のほうをやっております。 

  ただ今回、ＡＩマッチングの導入ということで、こちらのほうを進めますと、点数づけに
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つきましては職員のほうでやるんですが、そのほかの選考のシステム自体が今度はＡＩのほ

うでやりますから、今まで大体200時間ぐらいかかっていたものが、今度は本当にその選考

業務だけが20時間ぐらいでできるということで、効率的及び正確性の向上が期待できるも

のと考えております。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そうしますと、これを使ってかなり時間の短縮ができるので、ほかの

いろんな業務にもいい影響があると。選考のそのスピードのところと正確さ、そこがという

ことですよね、内容的に。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） おっしゃるとおり、その入所の選考の部分と、あとは選考

した人たちが今システムの台帳のほうに入れる作業をしておりますが、そこまでやれるとい

う形になっております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、所管以外の委員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今のマッチングの関連なんですけれども、それについては、今までは

第８希望までやっていて、それを基にランクを決めて入所条件を決めたんですけれども、そ

れが全てぱっと、瞬時というと言い過ぎかもしれませんけれども、かなりスピード感を持っ

て正確に、順位づけから始まってそういうものができるという認識でいいですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 小林係長。 

○保育係長（小林 悟君） 実際、２月にマッチングのテストを行いまして、先ほど説明があ

ったとおり、長時間かかっていた選考作業が実際にマッチングで、テストでやってみたとこ

ろ15分ぐらいで終わりました。もし途中で、点数が同点でなかなか決まらないという場合

は、当然機械が、そのシステムが止まってくれますので、そこからは例えば人の作業でやっ

てみて、それからまた機械に任せるというような形で、全部が全部、機械がずっとぶっ通し

でやるということではなく、ある程度、人も関与する中で正確に選考作業をすることが可能

だと考えられます。 

○副委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 



－154－ 

○委員（内藤久歳君） 今の説明を聞くと、職員の皆さん、非常に楽になるというとあれです

けれども、かなりそういった点については正確性とスピード性でできるということで、これ

は非常に結構なことだと思うので、さらに進めて、本格導入ができてスムーズに選考ができ

るように。 

  また、そういう面では、そういった保育園に入園する選考基準に対してＡＩの力を借りて

正確に、明確に、また入園希望者にもそういう形で伝えられるということがいいと思うので、

ぜひその辺のところのＰＲもまたしていただければというふうに思います。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、以上で質疑を終了といたします。 

  次に、３款民生費、２項児童福祉費、４目保育所費から５目児童館費及び13款諸支出金、

１項基金費のうち、子育て支援課所管事業について説明を求めます。 

  戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） それでは、続きまして、説明のほうをさせていただきます。 

  予算説明書は72ページからになります。予算参考資料の４ページをお願いいたします。 

  ４目保育所費について説明をさせていただきます。 

  01保育園関係職員費３億5,174万5,000円でありますが、公立保育園５園の正職員53人分

の人件費であります。財源内訳の国県支出金655万7,000円は、やまなし子育て応援事業補

助金で、その他4,122万7,000円は、保育料現年分のうち、公立保育園５園4,041万9,000円

と保育料過年度分80万8,000円を充てております。 

  次に、02保育園関係会計年度任用職員等費２億190万8,000万円でございますが、公立保

育園５園の会計年度任用職員71人分の人件費であります。内訳は保育士54人、調理員16人、

栄養士１人でございます。 

  10教育保育給付事業24億9,221万7,000円であります。こちらの事業は、令和３年度まで

３事業、市内保育所事業、広域保育事業、認定こども園等事業に分かれておりましたが、財

源が国県とも教育保育給付負担金で一本であることから、歳出につきましても事業の名称の

見直しをさせていただき、一本化し、教育保育給付事業といたしました。事業の概要ですが、

それぞれの施設への委託費及び給付費になります。市内私立保育園９園、広域保育園32園、

認定こども園69園を見込んでおります。財源内訳の国県支出金17億1,525万6,000円は、国
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分の教育・保育給付負担金11億4,457万5,000円と県分の４億9,227万7,000円、また、地方

単独費用県補助金6,224万6,000円、やまなし子育て応援事業補助金655万7,000円でありま

す。また、その他4,348万4,000円につきましては、保育料現年分のうち、市内、市外の私

立保育園の保育料分を充てております。 

  次の12特別保育事業6,048万9,000円は、私立保育園等で実施しております子育て支援セ

ンター事業や医療的ケア児保育支援、また病児・病後児保育事業など各種保育事業に対する

支援事業であります。財源でありますが、国県支出金3,365万円の内訳は、子育て支援セン

ター事業などへの地域子ども・子育て支援事業交付金、国県とも補助率３分の１で1,990万

円と、こども園等の一時預かり保育事業への国２分の１、県４分の１の交付金367万9,000

円と特別保育事業費等県補助金、２分の１の812万7,000円、また、医療的ケア児保育支援

事業などへの補助金といたしまして、保育対策総合支援事業費補助金、国２分の１、県４分

の１の194万4,000円であります。その他７万円につきましては、他市の子供が本市の施設

を利用したことによる病児保育事業広域負担金であります。 

  次に、20から27保育園費２億8,069万8,000円でありますが、事業内容は、竜王北保育園

から双葉西保育園までの竜王西保育園を除く公立５園の管理運営費として１億3,152万

3,000円でありますが、これは各保育園とも同様の内容となっており、代替保育士の人件費、

維持管理費、保育事業費、給食材料費などでありますが、敷島保育園費につきましては、遊

戯室として使用しておりますアトリウム部分の天井が特定天井となっており、構造上吊り天

井であることから改修が必要となり、令和３年度は設計業務を実施し、令和４年度天井改修

工事といたしまして、設計管理委託料も含め2,710万円を計上しております。 

  また、竜王中央保育園及び双葉西保育園につきましては、老朽化に伴い園児の使用してい

る椅子と机の買換えをいたします。これは、森林管理基金を活用するもので、竜王中央保育

園では、園児の椅子106脚76万4,000円、また、双葉西保育園では園児の机16台45万9,000円

を計上しております。また、竜王西保育園費につきましては、指定管理者委託料等１億

4,917万5,000円を計上しております。 

  次の公立保育園ＩＣＴ導入費用353万1,000円になりますが、こちらもスマート甲斐プロ

モーションの一環であり、各園とも７台分のタブレットをリースする費用となっております。

財源内訳の国県支出金939万3,000円は、竜王西保育園で実施しております子育て支援セン

ター事業に対する国県の交付金とも３分の１の559万8,000円と、やまなし子育て応援事業

補助金203万円、また、ＩＣＴ化におけるタブレットリース料に対し、国の保育対策総合支
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援事業費補助金２分の１の176万5,000円を充てるものであります。市債2,570万円は、敷島

保育園天井改修工事の工事請負費と設計管理料に対し、合併特例債を充てるものであります。

その他4,641万5,000円の主なものといたしまして、保育受託事業収入1,331万7,000円、延

長保育利用料252万円、また、副食費徴収分として1,846万6,000円などを見込んでおります。 

  続きまして、５ページをお願いいたします。 

  引き続きまして、５目児童館費であります。 

  01児童館関係職員費5,386万4,000円は、市内11児童館の館長と構成員６人の正規職員の

人件費であります。 

  02児童館関係会計年度任用職員等費１億1,418万円は、児童館の会計年度任用職員47人分

の人件費であります。財源内訳の国県支出金4,770万8,000円は、国の地域子ども・子育て

支援事業交付金2,385万4,000円と同額の県放課後児童健全育成事業等補助金であります。 

  10児童館総務管理費1,116万2,000円は、代替職員の賃金、また年次計画で実施しており

ます館内照明ＬＥＤ化工事は、竜王ふれあい館と敷島なかよし児童館を予定しております。

次の遊具補修工事になりますが、これは遊具の定期点検で指摘されました遊具の修繕費用に

なります。竜王東児童館と竜王南児童館に設置されておりますシーソーなどの修繕になりま

す。次の双葉西児童館のエアコン取替工事になりますが、これは昨年11月に児童館に設置

されておりますエアコンの一部が故障し、修理をお願いしたところ、設置から23年経過し

ており、部品等が廃盤となっているため修理が不可能であったことから、新しくエアコンを

設置いたしました。児童館にはほかにも５台のエアコンがあり、同じく23年が経過してい

ることから、いつ故障するか分からない状況でありますので、国県の交付金を活用して取替

工事をするものです。財源内訳、国県支出金425万8,000円は、双葉西児童館のエアコン取

替工事に国の次世代育成支援対策施設整備交付金212万9,000円と同額の県児童厚生施設等

整備費補助金となります。市債170万円は、ＬＥＤ化工事に対し、公共施設等適正管理推進

事業費を充てるものです。 

  続きまして、11放課後児童健全育成事業5,332万7,000円でありますが、各児童館で実施

しています放課後児童健全育成事業に係る経費であります。内容は、放課後指導員４時間勤

務35人分の賃金、講師謝礼、事務用品教材費等であります。また、今年度に引き続き、新

型コロナウイルス感染症対策といたしまして、各教室ごとに消毒アルコールなどを購入する

費用108万円を計上しております。令和４年度においても、令和３年度と同様、小学校の空

き教室等を利用し、計24のクラブを開設し、引き続き対応をしてまいります。財源内訳の
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国県支出金2,833万円は、国の地域子ども・子育て支援事業交付金1,416万5,000円と同額の

県放課後児童健全育成事業費等補助金であります。その他2,499万7,000円につきましては、

放課後教室利用者負担金となります。 

  次に、20から30児童館費3,044万4,000円でありますが、玉幡児童館から双葉東児童館ま

での11児童館の維持管理費で、内容は、各児童館とも事務消耗品費、光熱水費、施設整備

委託料等の経費であります。主なものといたしまして、竜王北児童館において、駐車場の車

止め等の設置工事66万5,000円を予定しております。また、竜王東児童センターにおいて、

入り口部分のインターロッキングが経年劣化による段差の改修工事といたしまして、工事費

50万円を予算計上しております。竜王ふれあい館におきましては、建物外部の腰壁部分が

木材使用となっておりますが、築10年以上が経過していることから劣化が著しいため、塗

装塗り替え工事として113万3,000円を計上しております。また、敷島ふれあい中央児童館

におきましては、こちらも経年劣化に伴います屋根防水補修工事68万2,000円を予算計上し

ております。財源内訳、その他1,000円につきましては、竜王東児童センター使用料となり

ます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  13款諸支出金、１項基金費、15目竜王北保育園太陽光発電設備基金費であります。 

  01竜王北保育園太陽光発電設備基金積立３万7,000円でありますが、甲斐市立竜王北保育

園太陽光発電設備基金条例に基づきまして、売電収入を基金に積み立てるものです。財源内

訳のその他の３万7,000円は、竜王北保育園太陽光発電設備基金の利子と売電収入でありま

す。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ４ページの保育園費なんですが、先ほど公立保育園のＩＣＴの委託と

いうのでありましたけれども、今回ＩＣＴ導入とスマート甲斐プロモーションというので入

っているわけなんですが、これの導入で、どこをどんなふうになるのかというのをもうちょ

っと説明をお願いしたいと思います。 
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○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらにつきましては、現在、登降園の管理とかを実際に

保護者が来まして、その場で記入とかをしているものを、今度はボタン１つでできるとか、

今から業者のほうが決まるので、その仕様によっては変わってくるとは思いますけれども、

スマートフォンのほうで操作ができるとか、あとは、保護者と保育園のほうで、今、連絡帳

でやり取りをしているところを、今度はスマートフォンで実際に電子化したものでできると

いうことで、これをすることで効率化が図れる、要するに保護者と緊密な情報共有ができる

ということを考えております。これに伴って、保育士の負担軽減につながるということで今

回、令和４年度に実施させていただきます。 

  タブレットにつきましては、各園とも７台、一応用意をさせていただきたいと考えており

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） その７台のタブレットはどんなふうに使われますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） ７台のうち１台は職員室に置きまして、各教室に１台ずつ

置くことによって、今、連絡帳を保育士が午睡の時間によっているものを空き時間でできる

とか、そういう形で各教室に１台ずつ置くという形になります。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） これ公立の保育園なんですが、私立の保育園でももう既にやっていら

っしゃるところもあるようですし、これによってＩＣＴ化というのがちょっと差が出るかな

と思ってちょっと気になるところなんですが、その点に関しては、私立に対してはやってい

きますか。何かありますか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） 現在、私立の保育園でも幾園か取り入れているところもご

ざいます。また、今後につきましては、国のほうの補助金が使えるということでアナウンス

をさせていただきまして、なるたけＩＣＴ化のほうが進められるように市として取り組んで

いきたいと考えております。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ある園でちょっと１回見学をしたことがあったんですが、子供の様子

を親が職場で見ることができるとか、心配な、ちょっと熱はあれですけれども、ちょっと心
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配だけれども園に預けるといった場合に、それを親が職場で見たりとか、何かそういったこ

とまで遠隔操作できるみたいなことで使っているのを見て、本当に細かくできていいなとは

思ったんですが、園によって差ができたり、子供一人一人にとって、これが本当にプラスに

なるような形に、ぜひよく目を配っていただいてやっていただけたらなと思います。国の事

業でありますのであれですけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ４ページの２番で、保育園関係会計年度任用職員等、待遇改善が少し

なっていると思うんですけれども、この待遇改善になった部分というのは、これで見ると一

般財源なんですけれども、国の負担で１人9,000円当たりを上げる分までみるような話があ

ったと思うんですけれども、そのことについては反映されていないんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらの保育園の会計年度任用職員費につきましては、公

立保育園の会計年度任用職員費になります。公立保育園につきましては、一般職の公務員の

給与表で対応しているということなので、今回の9,000円の処遇改善のほうは行わないとい

う形になっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 一般職、正職員だと思うんですけれども、会計年度任用職員もそれに

該当するんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） 会計年度任用職員につきましても、正職員と同様の給与表

で対応しておりまして、８万円のところは号級同じでスタートしておりますので、同じもの

と考えております。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、これ公立だけなんですけれども、私立とかそういうのは、こ

この会計には出てこないんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらのほうにつきましては、先日、２月補正の中で、今

年の２月からこちらの処遇改善が始まるということで、補正のほうで２月、３月分につきま
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しては入れさせていただいております。 

  また、令和４年の４月から９月についても、同じように処遇改善をするんですが、当初予

算の時期にはちょっとその辺が国のほうではっきりしなかったということもありますので、

また令和４年度になりまして補正等で対応させていただきたいと考えております。よろしく

お願いいたします。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ４月から９月分は補正予算で出てくるということですね。分かりまし

た。 

  次なんですけれども、５ページの児童館のことで伺いたいんですけれども、放課後児童健

全育成事業、これは放課後児童クラブとか言っていたあれと同じなんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらにつきましては、おっしゃるとおり放課後児童クラ

ブで勤務をしていただいております本科採用、放課後支援員の４時間の給与等をこちらのほ

うに充てさせていただくとともに、放課後児童クラブでの事務費等を計上させていただいて

おります。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと伺いたいんですけれども、詳しくなくて申し訳ないんですけ

れども、健全育成事業で、児童クラブ、これを受けるというか、そこに行きたい場合、甲斐

市では何か制限とかそういうのがついているんでしょうか。希望すれば誰でも行けるのでし

ょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 柴﨑係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） 今、甲斐市につきましては、申込み等を児童館で行っておりまし

て、ただいま制限等はない状態で、今、全ての希望者の方を受け入れている状況となってお

ります。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 受けるときの経費というかお金、何か聞いたところによると祖父母が

同居していると入れなかったとかというのを聞いたことがあるんですけれども、そういうの

はあるんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 柴﨑係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） 祖父母が同居している場合におきましても、例えば就労している
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場合とか、例えば高齢である場合とか、どこか障がいを持っているとか養育が困難、見るこ

とが困難な場合には、祖父母が同居していても放課後児童クラブに入ることは可能でありま

す。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 高齢である場合というのは75歳以上ということなんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 柴﨑係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） その場合は、特段年齢は設けていないんですが、その家庭の状況

に応じて判断しております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ５ページの会計年度任用職員ですが、保育園の任用職員より低額なん

ですが、これは何か勤務時間や何かの違いがあるんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 戸澤課長。 

○子育て支援課長（戸澤文香君） こちらにつきましては、給与表というのが市のほうで要綱

等で定まっているわけですけれども、放課後支援員につきましては、基礎号給が１の９から

始まるという形、また保育士につきましては、令和４年度からは１の15になるという形で、

要綱等で決まっているものですので、それに従っております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、質疑を終了します。 

  これで３款民生費、２項児童福祉費及び13款諸支出金、１項基金費のうち子育て支援課

所管分についての質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時１１分 

 

再開 午後 ２時２３分 
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○副委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、４款衛生費、１項保健衛生費について説明を求めます。 

  長田健康増進課長。 

○健康増進課長（長田清美君） お疲れさまでございます。 

  健康増進課の令和４年度予算について説明させていただきます。 

  予算説明書80ページから85ページ、予算参考資料は７ページから10ページになります。 

  それでは、予算参考資料７ページをお願いいたします。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費から説明いたします。 

  01保健衛生関係職員費１億5,097万2,000円につきましては、健康増進課職員21人分の人

件費であります。財源は一般財源になります。 

  続きまして、02保健衛生関係会計年度任用職員等費293万1,000円につきましては、看護

師１人分の人件費であります。財源内訳の国県支出金245万7,000円につきましては、地域

子ども・子育て支援事業交付金であり、残りは一般財源になります。 

  続きまして、20一般管理費444万5,000円、財源は全て一般財源になります。事業概要と

しまして、まず市医５人分の報酬、次の災害時対応経費等は、各医療救護所に設置してある

救急医療セットの薬品等の更新や衛生材料の購入等に要する経費であります。次の総合健診

等駐車場整理業務委託料は、総合健診を実施する際に、駐車場整理を委託する経費になりま

す。次の法令外負担金は、医療提供の体制づくりやがん予防活動を推進している健康管理事

業団等３団体への負担金になります。 

  続きまして、22休日夜間急患体制事業6,982万7,000円、財源内訳については、国県支出

金1,860万9,000円は休日夜間急患診療体制整備に対する県からの補助金で、残り5,121万

8,000円は一般財源になります。事業概要としまして、まず在宅当番医制運営事業委託料は、

休日及び夜間に中巨摩、北巨摩の開業医が在宅において当番制で初期救急に当たる在宅当番

制を運営するための経費であります。次の休日夜間急患診療体制（在宅型）整備委託料は、

在宅当番医制を運営するための医師及び看護師等の人件費が主な経費で、３か所の医師会へ

の委託料となります。 

  なお、中巨摩医師会につきましては、甲斐市が中巨摩医師会の事務担当の代表市となって

いることから、財源内訳にある県の補助金を一旦本市に受け入れ、本市の委託料と合わせて

中巨摩医師会に支出をしております。 
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  ８ページをお願いいたします。 

  次の休日夜間急患診療体制（輪番型）整備委託料につきましては、休日夜間における入院

治療を必要とする重傷救急患者の２次救急医療を確保するための輪番制病院運営事業に係る

各市町村の委託料であり、２次救急を担当する甲府中巨摩地区10病院、峡北地区４病院へ

の委託となります。次の山梨県救急医療情報センター負担金は、医療施設や救急車の受入れ

など、情報提供システムの維持管理に要する経費への負担金となります。次の小児救急医療

事業負担金は、毎日の小児の初期救急に対応する県内２か所のセンターの管理運営経費及び

２次救急に対応する７病院への負担金となっております。次の甲府市医師会救急医療センタ

ー運営費補助金は、夜間の救急医療体制の運営に係る経費への補助金となります。 

  続きまして、23敷島保健福祉センター事業5,148万8,000円、財源内訳については、市債

2,840万円は合併特例債、その他財源293万4,000円は、歩行浴プール等の使用料及び社会福

祉協議会のセンター使用料等で、残り2,015万4,000円は一般財源であります。事業概要に

つきましては、保健センターの管理経費として燃料費、光熱水費、修繕料等及び管理委託経

費として施設清掃、警備、維持管理等となります。次の空調設備改修工事は、建築から19

年が経過し、老朽化による改修工事費であります。 

  続きまして、30竜王保健福祉センター事業2,124万9,000円、財源内訳については、市債

1,070万円は合併特例債、その他財源353万円は介護認定審査会のセンター使用料等で、残

り1,019万6,000円は一般財源であります。事業概要につきましては、敷島保健福祉センタ

ー同様に、センターの管理経費及び管理委託経費になります。次の空調設備改修工事費は、

竜王保健福祉センター２階のトレーニング室及び多機能室の空調設備の改修工事費になりま

す。 

  続きまして、31双葉保健福祉センター事業276万4,000円、財源内訳については、その他

財源３万3,000円はセンターの一般貸出し使用料等で、残り273万1,000円は一般財源であり

ます。事業概要につきましては、敷島、竜王保健福祉センター同様に、センターの管理経費

及び管理委託経費となっております。 

  保健衛生総務費の予算額の合計は３億367万6,000円でございます。 

  次に、９ページをお願いいたします。 

  ２目予防費について説明いたします。 

  01予防接種事業２億3,464万1,000円、財源内訳について国県支出金639万3,000円は、風

疹抗体保有率の低い男性の抗体検査実施に対する補助金及び予防接種事故救済事業負担金で、
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残り２億2,824万8,000円は一般財源であります。事業概要としまして、まず定期予防接種

事業ですが、内訳は、乳幼児の個別接種としてＢＣＧ、ポリオ等14種類の予防接種と高齢

者の個別接種としてインフルエンザ、肺炎球菌の予防接種になります。 

  乳幼児予防接種の中には、子宮頸がんワクチン接種の積極的な勧奨の差し控え期間に接種

機会を逃してしまった方に対して、来年度から３年間、キャッチアップとして救済措置が実

施されることから125人、375回分を見込んだ接種料金が含まれております。子宮頸がんワ

クチンについては、国の勧告により平成25年６月から積極的勧奨を差し控えておりました

が、昨年11月に差し控えが解除となり、対象者に個別通知による積極的勧奨を行うととも

に、接種機会を逃してしまった方に対して経過措置を行うものであります。 

  また、風しん抗体検査等追加的対策につきましては、風疹感染拡大防止のための措置とし

て、抗体の保有率の低い男性に対する風しん抗体検査及び風疹ワクチン接種を令和元年度か

ら３年間実施してきましたが、さらに来年度から３年間延長することに伴うワクチン接種の

経費であります。約320人の抗体検査及びその３割のワクチン接種を見込んだ経費であり、

個人通知やクーポン券等の経費も含まれております。 

  次の予防接種事故救済給付事業は、平成16年に日本脳炎の予防接種で後遺症が発生した

市内在住の当該者への医療費等の負担金であります。 

  続きまして、３目健康推進費について説明いたします。 

  01母子保健事業１億4,079万5,000円、財源内訳について国県支出金1,492万1,000円は、

地域子ども・子育て支援事業交付金、母子保健衛生費補助金及び産後ケア事業補助金等にな

り、その他財源８万6,000円は、産後ケア事業負担金や看護学生実習指導委託料等となりま

す。残り１億2,578万8,000円は一般財源であります。事業概要としまして、まず会計年度

任用職員等費は、看護師１人分の人件費です。次の新生児訪問事業は、新生児全員を対象に

保健師等が実施している家庭訪問に係る経費です。次の乳幼児健診事業等は、４か月児から

３歳児までを対象とした各種乳幼児健診や離乳食教室等の経費となります。次の不妊治療費

助成事業は、特定不妊治療助成事業として140人分、一般不妊治療費助成事業として45人分、

県外医療機関への通院交通費助成事業として24人分を見込んだ経費になります。なお、通

院交通費助成事業につきましては、県内自治体では本市のみの事業となります。次の妊婦・

乳児一般健康診査委託事業は、医療機関に委託して実施している妊婦健診及び乳児健診の経

費になります。妊婦健診につきましては、一般健診費用と追加検査費用を合わせて20回分

を助成しております。次の産婦健康診査費助成事業は、産後うつ予防のために産後２週間及
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び１か月に実施する産婦健診の助成に係る経費となります。次の新生児聴覚検査費助成事業

につきましては、聴覚異常の早期発見及び早期療育を図るために、出生後間もない時期に実

施する新生児聴覚検査費の助成に係る経費となります。次の甲斐市版ネウボラ推進事業につ

きましては、内訳として、産後ケア事業はこのはな産婦人科を会場として実施している個別

集団の日帰り型産後ケア事業の経費及び笛吹市にあります産後ケアセンターで実施している

宿泊型産後ケア事業の助成、また、今年度より導入しました産婦等サポート事業及び甲斐市

版ネウボラ事業推進協議会に係る経費であります。宿泊型産後ケア事業の助成につきまして

は、50人の利用を見込んでおります。 

  また、産婦等サポート事業につきましては、出生届出時に育児用品の詰め合わせボックス

を配布すると同時に、保健師等が産婦やその家族と面談をし、育児不安等の軽減や必要に応

じてその後の支援につなげるなど、甲斐市版ネウボラ事業の強化を図っているものでありま

す。次の愛育連合会補助金は、地域において主に子育て支援に力を入れて活動している愛育

連合会への補助金になります。 

  続きまして、10ページをお願いします。 

  01健康推進事業１億7,352万2,000円、財源内訳について、まず国県支出金の188万5,000

円は、国庫負担金のクーポン検診に対する補助金及び県からの健康増進事業費補助金になり

ます。その他財源の1,148万8,000円は、分担金及び負担金として40歳未満の総合健診受診

者の負担金及び諸収入として山梨県後期高齢者健康診査事業費補助金等になります。残り１

億6,014万9,000円は一般財源になります。事業概要としまして、まず総合健康診査事業は、

20歳以上の社会保険本人以外を対象に各保健センターを主な会場として実施している総合

健診の経費が主な支出であります。基本検査のほか各種がん検診、クーポン検診、子宮がん

検診等の経費も含まれております。なお、総合健診は休日の健診３日間を含め45日間実施

いたします。 

  次に、健康づくり事業は、平成28年度から市民の健康づくりをサポートする目的で実施

している健康ポイント事業の経費が主なものになります。次に、健康教育事業は、総合健診

結果説明会及び健診結果に基づき実施する生活改善教室、地域の公民館等で実施する栄養学

習会等の経費になります。次に、健康相談事業は、総合健診と同時に実施している歯科健康

相談の経費が主なものになります。次の訪問指導事業は、保健師や栄養士が家庭を訪問して

保健指導等を実施する際の経費となります。 

  続きまして、03食生活改善事業162万4,000円、全て一般財源であります。事業概要は、
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まず食育推進活動事業として食生活改善推進員自身の学習会や小学校低学年の親子を対象と

したファミリー食育教室などの経費になります。次の食生活改善推進員会補助金は、地域に

おいて食育を中心とした健康づくりの普及啓発活動を展開している食生活改善推進委員会へ

の補助金になります。現在、116名の推進員が各地区で活動中です。 

  続きまして、05人間ドック事業１億1,830万円、財源内訳につきましては、その他収入

468万5,000円は山梨県後期高齢者健康診査事業費補助金で、残り１億1,361万5,000円は一

般財源になります。事業概要は、40歳以上の社会保険本人以外を対象に実施している人間

ドックの12医療機関への委託経費であります。郵送による申請により市民の利便性を図っ

ていることもあり、申請者は増加傾向にあります。 

  健康推進費の予算額合計は４億3,424万1,000円でございます。 

  以上で健康増進課の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ８ページの30の竜王保健福祉センター事業についてお伺いいたしま

す。 

  先ほども福祉課のときにお話しさせていただいたんですけれども、常任委員会との意見交

換会のときに本来、竜王保健福祉センター、これ社協が入っていたわけですが、社協が撤退

するのに合わせて、それに伴ってボランティアグループなんかも全部撤退をさせられたと、

仕方ないんですが、ボランティアビューロー室というのもあったんだけれども、もうそこも

用意できていないと。そして、敷島保健福祉センターのボランティアの活動室というのは狭

くて、しかも新型コロナのまん延防止対策として、今のところは貸出しも行っていないとい

うことで、今これを見ますと予算額2,124万ということで、かなりのお金を投入して管理し

ているわけなんですが、現在ここは何に、現在使っているのは、どことどこなんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 竜王センターで現在使っておりますのは、２階の部分は保健

センターとして保健事業全般を行っておりまして、１階の部分は介護認定審査会が事務所と
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して入っておりますし、またコロナワクチンを今現在は敷島の体育館で行っておりますが、

今後の状況によっては竜王保健センターを会場に接種を実施していく予定でおります。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 活動自体はいろんなところの団体もコロナであまりやっていませんか

ら、拠点といってもそこで活動するのは今はちょっとできないかと思うんですが、何かその

話を聞きますと、たくさん備品とかがあって、その備品を置くところがなくて、民間の皆さ

んにお世話になっていると、皆さんの善意で。ボランティア団体自体も初めは70ぐらいあ

ったけれども、今は本当に減っちゃって、やっぱりボランティアの活動というのは生産性と

いうのはあまりないかもしれませんけれども、一旦やっぱり崩れちゃうと本当にできなくな

っちゃうんですよね。そういった意味でも、甲斐市にとっては非常に、この育成とか保護と

か非常に大事な部分ではあるわけなんです。ですから、ここで竜王の保健福祉センターの中

で空いているところ、ボランティアビューロー室とかそういうところが使っていなければ、

ほかにあれば、そういった備品だけでも置かせていただけるようなそういったこと、そうい

った話は伺っていないでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 今正式には、そのような部屋を使いたいという話は聞いては

おりません。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 正式にはというと、どこかからは聞いていると、漏れ聞くところによ

るとみたいな感じなんですかね。正式にきちっと、やっぱりそれは言うほうは言うべきだと

思うんですけれども、要望というか、ぜひそれはボランティア団体に協力していただいて、

備品だけでも隅のほうでも、とにかくただで置かせていただけないかと要望したいと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長坂子育て健康部長。 

○子育て健康部長（長坂千恵子君） ボランティアの件に関しましては、具体的な話は聞いて

おりませんけれども、社会福祉協議会、福祉課、いろんな課が絡んでくると思いますので、

また必要な課とちょっと話合いをするというか検討をして、また考えていきたいと思います。 

○副委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ぜひ善処していただきたいと要望いたします。 

  以上です。 
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○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 竜王保健福祉センターで、私も会食サービス、高齢者向けの、あれで

あちらのデイサービスがなくなって、今私が知っている方もやっぱり敷島まで取りに行って、

そして竜王のほうとかかなり配っているんですけれども、結局ガソリン代も自腹で、その人

のボランティア精神だけでやっているんですけれども、甲斐市、竜王の福祉センターとか、

あるいは元緑化センターのところが何ができるか分かりませんけれども、そういう食事を扱

われる程度の設備というのを造る予定とかはないんでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 食事を扱う施設としては、今のところそういった考えはござ

いません。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） これはまた部外だと思うので、あと予防接種事業で、９ページで伺い

たいんですけれども、この予防接種というのは、いわゆるインフルエンザとかその他は全然

これには含まれないんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） こちらには、定期予防接種としての高齢者というところに高

齢者インフルエンザが含まれております。また、高齢者の肺炎球菌もこの中に含まれており

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 肺炎球菌なんですけれども、１回目、かなり補助が出るんですけれど

も、何か５年たってもう一回打つほうがいいということで言われているんですけれども、そ

ちらのほうの補助とかいうのは検討されていないでしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 高齢者肺炎球菌につきましては、１人１回ということで補助

をさせていただいております。２回目につきましては、自己負担で接種していただいており

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） ９ページの01の新生児難聴検査のところですけれども、新生児の大
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体どのぐらいでこの検査をするんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 出産後、大体入院中、５日から１週間ぐらい入院しておりま

すので、その間に検査をしております。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） それで、そのときに、もし赤ちゃん、新生児が耳の聞こえが悪いか全

く聞こえないかということに対する指導なんていうのは、例えば甲斐市の場合はどんなふう

に、その後、どんなふうに成長していくかというところのどのような支援をしていけるんで

すか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 検査に引っかかってしまって異常が出た場合は、もう一度再

検査ということで検査をしまして、その再検査でさらにもうちょっと詳しい検査が必要とい

うような、難聴の疑いがあるお子さんにつきましては、その後、やっぱり早い時期から療育

が必要になりますので、医療機関とそれから市の担当保健師、その保護者等でまたその後の

状況については、寄り添った支援、家庭訪問とか、その後の経過観察などを行いながら支援

をさせていただきますし、場合によっては耳の聞こえが本当に悪いということであれば、障

がいのほうにもつなげていくことにはなるかと思います。 

○副委員長（長谷部 集君） 滝川委員。 

○委員（滝川美幸君） 今までで甲斐市の中で生まれた新生児の中に、そういう対象になる子

供さんはいらっしゃいましたか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 数は少ないですけれども、再検査になり、またそこからフォ

ローが必要という方は数人いらっしゃいますので、医療機関のほうにはつなげて経過を見て

いるお子さんはいらっしゃいます。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 10ページですが、総合健診のこの事業は、何人ぐらい実績があった
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でしょうか。 

○副委員長（長谷部 集君） 八巻係長。 

○保健指導係長（八巻千寿子君） 今年は9,067名受けております。 

○副委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） ページ戻って悪いですが、８ページの一番下の双葉保健福祉センター

事業ですが、毎年のことですけれども、非常に額が少ないので事業そのものが少ないのか、

ちょっとよく分からないんですが、教えてください。 

○副委員長（長谷部 集君） 向山双葉支所長。 

○双葉支所長兼市民地域課長（向山治子君） 双葉の保健福祉センターにつきましては、保守

点検管理費用のみになりますので、額的には例年と変わらずということで、昨年だけは10

年に１回の特殊建築物の耐震検査があったので、ちょっと金額がのしていましたけれども、

通常は管理等だけではこれくらいの金額で対応させていただいております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 一般質問でちょっとさせていただいたんだけれども、予算にも関係し

てくると思うんだけれども、２係になるじゃないですか、母子保健とそれから成人保健、も

う区分けというのは、この予算書でも区分けはしてあるんですか。この事業は何係とか、そ

ういう形で、この表からは読み取れませんか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 母子保健係は、主に、９ページにあります母子保健事業が担

当業務になります。また、成人保健係につきましては、10ページにあります健康推進事業、

こちらが主な事業内容になります。 

○副委員長（長谷部 集君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 私が言っているのは、その前のページのほうです。この辺が、具体的

にどういう仕分けになるのか。また、これは分かったら教えてください。分からなければ、

まだ区分けはしていない予算取りの段階なので言えない部分があろうかと思いますが、分か

った範囲で、もしおっしゃっていただけるんだったら、言えなければ結構です。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） ７ページの一般管理ですとか、休日急患体制事業、それから

８ページの竜王保健福祉センター事業、そして９ページの予防接種事業は、健康企画係の業
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務として今考えております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） ７ページのナンバー19の市医とあるんだけれども、何ですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 市医につきましては、甲斐市の中の歯科医師１名を含む合計

５名の先生方に２年任期で委嘱をさせていただきまして、保健業務全般につきましていろい

ろと協議をいただいたりアドバイスを受けたりながら、この保健事業がスムーズに、円滑に

進めていけるように医師の先生方に定期的に集まっていただいて協議会を開いたりしており

ます。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 定期的にというのは、年にどのぐらい集まってやられているんです

か。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 今は年に２回になりますが、コロナの感染拡大を考えて、こ

の時期は書面の会議になることもありました。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） そうすると、どこで、市の全体をその５人で見ているわけですか。

市の全体、医療体制みたいなそういう。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） こちらの先生方５名の内訳といいますか組織なんですけれど

も、旧町単位の竜王班代表、敷島班代表、それから双葉班代表のそれぞれの３名の先生方、

そして甲斐市全体の代表をされている先生、そして歯科医の代表の先生ということの５名に

なりますが、こちらの健康増進課が保健事業を進めていくに当たって、いろいろ協議をした

り相談をさせていただく先生方ということになりますので、この先生方が事業全般を見ると

いうのではなくて、健康増進課のほうの保健事業の相談をさせていただく組織、簡単にいえ

ばそのような組織になっております。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） アドバイザーですね。 

  次に、９ページのナンバー１の母子保健事業のうちの愛育連合会についてちょっとお聞き
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したいんですが、先ほど課長の説明だと、子育て支援等をやられているということなんです

けれども、この愛育連合会というのは、昔は各自治会にあったと思うんですが、組織として

は、今はどんなふうになっているんですか。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 愛育連合会につきましては、地域の中で子育て支援が中心に

はなりますが、今は子供からお年寄りまでということで、全世代に対しての地域ぐるみで健

康づくりをしていくというような、その中心となって活動をする組織が愛育会になりまして、

今、竜王、敷島、双葉にそれぞれ愛育会組織がありますが、組織形態がそれぞれ異なってお

ります。竜王につきましては、今活動しているのがちょっと少ないんですが、２地区になり

ます。敷島につきましては、有志という形で班員さんが活動をしております。また、双葉に

つきましては、基本的には全地区加入ということで活動を展開している状況です。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） この愛育会が成立した経緯というのもあるんでしょうけれども、今、

課長が説明したように、あまり双葉は、全自治会がとは言っているものの、全部は活動して

いないんですよ、現実的には。要するに、もうこの存続自体の議論というのが各自治会でも

あるんです。その元締めとして、健康増進課ではどんなふうに考えているのか。今後存続し

ていくのに、非常に無理があるような感じがするんですよ。ただ、昔は健康診断やなんかの

お手伝いをしたりいろいろやっていましたよね。今後どんなふうにこれを、今言ったように、

竜王なんかは２か所といったかな、そんなような状態のものに対して、愛育連合会に100万

円計上されているんですが、実際聞くところによると、自治会から愛育会費として上げるん

ですよね、上げておいて半額ぐらい戻ってくる、今現在はそんなような状態になっているん

ですけれども、どうするんですか、今後。 

○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 愛育会につきましては、たしか休会をしている地区も幾つか

出てきております。ただ、中には地区として、愛育会の方たちがその地域の中で一つの役割

を持って地域活動を積極的に行っている地域もありますので、ちょっと地区によってその温

度差というのがありますが、今後やっぱり、健康づくりをしていく中では、やっぱり地域の

中でそれぞれ、健康づくりを深めていく、あと地域のつながりというところが非常に大切な

ことになります。そちらの手助けとして愛育会が一つの組織としてあると考えておりますの

で、今後また愛育会の活動等は各自治会長等を通して、アピールをしながら、ぜひ少しでも
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今以上に地域の活動が展開できるような方法をこれからも課題として考えていきたいと思っ

ております。 

○副委員長（長谷部 集君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） そうであれば、とにかく地域に任せるというわけにもいかんわけで

しょう、愛育会という、これ全国的な組織ですよね。今も全国にあるわけでしょう、こうい

う組織が。であれば、やっぱり市が、この健康増進課が音頭を取って、これを今後どうして

いくかというようなこともやっぱり考えていかなきゃならないことだと思うんです。その辺

を今までも、昔はという言い方はおかしいですけれども、前は結構、こういう健康とかこれ

には貢献してきた組織ですよね。だから、これをどのようにしていくかということはやっぱ

り真剣に市として考えていかないと。各地域に説明していただく、そうでないと自治会活動

にも影響してくるんですよ、実際、こういう問題が。ぜひ今言ったようなことを市として考

えて、ぜひ指導していっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○副委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） ８ページの20敷島保健センター、空調設備改修（臨）となっている

ね、去年も臨となっていて、ここは空調設備更新と書いてある。今年は改修と。これは、同

じことをやっているのか、別々のことなのか。臨というのは、どういう取扱いを臨というの

か。それは、竜王保健センターも同じだから、まとめて答えてください。工事内容、内容と

表現で、中身がどういうふうに違うのか。 

○副委員長（長谷部 集君） 高橋係長。 

○福祉健康係長（高橋 努君） お答えします。 

  まず、敷島保健福祉センターについてですが、室内機が31台の交換、あと室外機が15台

の交換ということになっています。19年間経過しまして、それで老朽化で交換するという

内容です。 

○副委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 工事内容を聞いているのではなくて、表現と、違う仕事なのか同じ仕

事なのかを聞いているんです。 

○副委員長（長谷部 集君） 高橋係長。 

○福祉健康係長（高橋 努君） お答えします。 

  従来の方式は吸収冷温水機という方式で、集中で温水のボイラーを燃焼して冷房とか暖房

という形でやっていたんですが、今度これを更新しまして、冷気によるエアコンに更新する
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という内容でございます。 

○副委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） それを去年と今年とに分けて、２回にわけてやっているのか、それと

も、仕事の内容が違うのか同じなのか、これを聞いているんです。 

○副委員長（長谷部 集君） 寺島敷島支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（寺島 信君） 大変すみません。去年は、補修というか修理の

ほうで臨時でやりまして、今回は作り替えのような形になります。設置し替え、だから、場

所がちょっと去年のところと今年度予算を要求している場所が違うわけです。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） その下の欄は、竜王保健センター。 

○副委員長（長谷部 集君） 赤松係長。 

○健康企画係長（赤松 圭君） 竜王センターにつきましては、令和２年から５年にかけて行

っておりまして、令和２年は１階、令和３年と４年につきましては、２階の各部屋の配管と

いいますか系統が違いますので、それを長期的な計画に基づいて行います。令和４年度で済

みますので、（臨時）という格好を取らせていただいております。 

  以上です。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

  加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 不妊治療費助成事業なんですけれども、９ページの01番。これの利

用実績というのはどうなんでしょうか。あと、本市独自の交通費助成という部分の利用実績、

それを教えてください。 

○副委員長（長谷部 集君） 八巻係長。 

○保健指導係長（八巻千寿子君） 不妊治療の利用実績ですが、現在のところ、３月７日現在

の情報で、特定不妊治療が107件、一般不妊治療が44件、交通費の申請が12件きている形で、

昨年よりも増加傾向にある状況です。 

  以上になります。 

○副委員長（長谷部 集君） 加藤委員。 

○委員（加藤敬徳君） 利用していただいた方で、成功例というか、それはどのぐらいあるか

分かりますか。 
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○副委員長（長谷部 集君） 長田課長。 

○健康増進課長（長田清美君） 令和３年度現在におきましては、特定不妊治療については

35人、34％、一般治療につきましては、現在のところ、10人、24％の方たちが妊娠をされ

ております。 

○副委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（長谷部 集君） なければ、以上で質疑を終了します。 

  これで４款衛生費、１項保健衛生費についての質疑を終了します。 

  以上で本日の審査を全て終了し、散会といたします。 

  明日も午前９時半より再開をいたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時０７分 

 


